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 ᮏ書ࠕࠊࡣ第 6回暮ࡘࡋࡽい࡚ࡢ西東京ᕷ民調査ࠖࡢ報告書࡛ࠋࡍ成蹊大学文学部現代社

会学科ࠕࡢ社会調査演習ࠖいう授業୍ࡢ環2014ࠊ࡚ࡋᖺ 6᭶ࡽ 7᭶࡚ࡅ東京都西

東京ᕷ࡛実施ࡇࠋࡓࡋࡲࡋうࡓࡋ調査ࡣ 2006ᖺᗘࠊࡾࡲࡌࡣ回ࡀ 9回目ࠋࡍࡲࡾ࡞ 

 調査࡛ࠊࡣ人ࡀࡧ暮ࡸࡋࡽ地域ࡘい࡚ࡼࡢう考え࡚いࠊࢆࡢࡿ明ࡇࡿࡍࡽ

ᕷ民ࡢ69ṓ～22ࠊ西東京ᕷ࡛ࡿࡍ隣接ࡀ成蹊大学ࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓࡋࡲࡋ目的ࢆ 500人ࢆ選

挙人ྡ簿ࡽ無作Ⅽ選࡛ࢇ対象ࠊ࡚ࡋ郵送調査ࢆ行いࠋࡓࡋࡲ᭷効回数 308 人ࠊ᭷効

回率  ࠋࡍ61.8%࡛

 授業ࠊࡣ教員 2 課程ࡀ全員ࠊࡾあࡶ実習科目࡛ࡢ社会調査士課程ࠋࡓࡋࡲࡵ学生࡛㐍ྡ

ᒚ修者࡛ࠋࡓࡋ学生ࡣ㛵心ࡢあࡈ࣐࣮ࢸࡿ班ศࠊ࡚ࢀ調査票作成ࢱ࣮ࢹࡽศ析ࡲ

࡛行いࠋࡍࡲẖ㐌宿㢟ࡀ出ࠊࡵࡓࡿ授業時間እ࡛ࡢ活動ࡢうࡀ長ࡼࡓࡗう࡛ࠋࡍ 

 

 以ୗࡢࡇࠕࠊࡣ調査ࡘい࡚ 調査結果ࠕࠖ いう資料ࠖࠕࠖ 調ࠋࡍࡲい࡚ࢀࡉ部࡛構成ࡢࡘ3

査結果࡛ࠊࡣ西東京ᕷࡢ人ࡢࡧ姿࡞ࡲࡊࡲࡉࠊࢆ角ᗘࡽ浮ࡧあࢆࡇࡿࡏࡽࡀ目指ࡋ

地域࡛ࡢࠊ࡞課㢟ࡢ地域活性ࠊࡣ知見ࡓࢀࡽ得࡚ࡋ例ࢆ回西東京ᕷࠋࡓࡋࡲ

調査ࡢ様ྠࠊࡣ成蹊大学社会調査士課程࡛ࡶ後ࠋࢇࡏࡲࢀࡋࡶࡿあࡀࡇࡿࡲࡣ当࡚ࡶ

 ࠋࡍࡲ考え࡚いいࡓࡁい࡚ࡋ還元積極的地域社会ࢆ成果ࠊࡁい࡚ࡅ⥆ࢆ

 

ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓ協力いࡈࡽ方々ࡢࡃ多ࠊ࡚ࡗࡓあࡿࡍ作成ࢆ報告書ࠊࡋ実施ࢆ調査ࡢࡇ 

西東京ࠊࡣ閲覧࡛ࡢ選挙人ྡ簿ࠋࡍࡲࡋࡓ感謝いࡃ深方々ࡓࡗࡉࡔࡃ࡚ࡋ回答ࠊࡵࡌࡣ

ᕷ選挙管理委員会ࡢ方々大変࠾世ヰࠋࡓࡋࡲࡾ࡞ 

 成蹊大学文学部ࡢ先生方㸦ࡾわࡅ現代社会学科ࡢ先生方㸧ࠊ高瀬ṇ弘氏ࠊ坂⏣寛子氏ࠊ酒

井麻㔛氏ࠊ鈴木ࡿࡣ氏ࡵࡌࡣ成蹊大学教務部ࡢ方々ࠊ成蹊大学高等教育開Ⓨ࣭支援ࢭンࢱ

 ࠋࡓࡋࡲࡁࡔࡓえ࡚いᩚࢆ㐠営環境ࡢ社会調査士課程ࠊࡣ方々ࡢ࣮

ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍成蹊大学ࠊ成蹊大学ᅗ書館ࠊᕷෆᅗ書館ࠊ西東京ᕷ役所ࡣ報告書ࡢࡇࠊ࠾࡞ 

 ࠋࡍࡲࡅࡔࡓ覧いࡈࡶ࡛

 

2015ᖺ 1᭶ 成蹊大学社会調査士課程 

成蹊大学文学部現代社会学科 教授 小林盾 

成蹊大学文学部現代社会学科 社会調査士課程ᐊ 非常勤ຓ手 見⏣朱子 
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い࡚ࡘ調査ࡢࡇ A 調査ࡢ概要 

小林盾ࠊ見⏣朱子 

 

第 1節 調査ࡢ概要 

㸦1㸧調査ྡ 

 第 6回㸦2014ᖺ㸧暮ࡘࡋࡽい࡚ࡢ西東京ᕷ民調査ࠋ略称ࡣ 2014ᖺ西東京ᕷ調査ࠋ 

 

㸦2㸧調査実施者ࠊ調査実施責任者 

 実施者：成蹊大学社会調査士課程ࠋ 

 実施責任者：小林盾㸦成蹊大学文学部現代社会学科 教授㸧ࠊ見⏣朱子㸦成蹊大学文学部現

代社会学科 非常勤ຓ手㸧ࠋ 

 

㸦3㸧調査方法調査期間㸦ヲ⣽ࡣ第 4節参照㸧 

 郵送調査ࢆ 2014 ᖺ 6/19㸦木ࠊ調査票Ⓨ送㸧～8/6㸦最後ࡢ調査票到着㸧ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾返

送期限ࡣ 6/30㸦᭶㸧ࠋ督ಁ状ࢆ 6/26(木㸧Ⓨ送ࠋ 

 

㸦4㸧ẕ㞟団 

 2014ᖺ 12᭶ 31日時Ⅼ࡛満 22～69ṓࡢ西東京ᕷ民男女㸦1945ᖺ 1᭶ 1日～1992ᖺ 12᭶

31日生ࢀࡲ㸧2014ࠋᖺ 6᭶ 1日時Ⅼ࡛ࡢ全人ཱྀࡣ約 19万 5000人ࠋうࡕ 22～69ṓࡣ約 12万

4000人㸦2014ᖺ 6᭶ 1日付西東京ᕷⓎ表ࡢ日ᮏ人ఫ民Ⓩ録人ཱྀࡾࡼ㸧ࠋ 

 

㸦5㸧計⏬標ᮏ 

 500人ࠋண備標ᮏࡣ使用࡚ࡋい࡞いࠋ 

 

㸦6㸧ᢳ出方法㸦ヲ⣽ࡣ第 3節参照㸧 

 段無作Ⅽᢳ出法ࠋ地Ⅼ࡚ࡋ うࡢࡑࠋࡓࡋ系統ᢳ出࡚ࡋ考慮ࢆ人ཱྀ規模ࠊࢆ選挙区ࡢ10

え࡛ࠊ各地Ⅼࡽ 50人ࢆ選挙人ྡ簿࡛系統ᢳ出ࠋࡓࡋ 

 

㸦7㸧᭷効標ᮏࠊ᭷効回数ࠊ᭷効回率㸦ヲ⣽ࡣ第 5節参照㸧 

 498人308ࠊ人61.8%ࠊ㸦308平498㸧ࠋ 

 

㸦8㸧謝礼 

 500ࡢᅗ書ࠊࢻ࣮࢝Seikeiࣟࢦ入࣮࣌ࣝ࣎ࡢࡾンࠋ調査票ྠᑒ࡚ࡋ先渡ࠋࡓࡋࡋ 
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第 2節 調査ࡢ目的 

うࡼࡢい࡚ࡘ地域ࠊࡾ࠾࡚ࡋ生活うࡼࡢ中࡛ࡢ地域ࡀࡧ人ࠊࡣ目的ࡢ調査ࡢࡇ 

ࡴ㐍ࡀョンࢩ࣮ࢮࣜࣂ࣮ࣟࢢࠊࡣ現代社会࡛ࠋࡿあࡇࡿࡍࡽ明ࢆࡢࡿ考え࡚い

中࡛ࡤࢀࡍࡶࡸࡸࠊ地域社会ࡢ㛵わࡀࡾ少࡚ࡁ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞い࡞ࢀࡋࡶࡿい࡛ࡽあࠋࡿ 

ࠊࡣ西東京ᕷࠋࡓࡆあࡾྲྀ࡚ࡋ例ࢆ東京都西東京ᕷࡿあ部ࡢ成蹊大学ࠊࡵࡓࡢࡑ 

東京都心部ࡢ近郊ఫ宅地࡛あࠊࡽࡀ࡞ࡾ自然ࡶ多ࡃ残࡚ࡋいࡢࡇࠋࡿⅬ࡛ࠊ日ᮏ社会ࡢ都ᕷ

部ࡢ縮ᅗいえ࡞ࢀࡋࡶࡿいࠋ 

社会調査演習㸦社ࠊࡾ環࡛あ୍ࡢ教育ࡿࡅ࠾成蹊大学社会調査士課程ࡣ調査ࡢࡇࠊ࠾࡞ 

会調査協会ࡢᐃࡿࡵ社会調査士࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ G科目㸧いう授業ࡢ中࡛実施2006ࠋࡓࢀࡉ～

2010ᖺࡢ 5回ࡣ成蹊大学ࡢあࡿ東京都武蔵㔝ᕷ2011ࠊࢆᖺࡣࡽ東京都西東京ᕷࢆ対象ࡋ

࡚いࠋࡿ西東京ᕷ調査ࠊࡣ࡚ࡋ第 1回ࡀ 2009ᖺ成蹊大学ࢪኴᖹ洋研究ࢭン࣮ࢱ共ྠ

第ࠊ࡚ࡋࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 2回ࡀ 2010ᖺ科学研究㈝補ຓ金࡚ࡋࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ実施ࡓࢀࡉ㸦

 ࠋ代表㸧ࡀ小林盾ࡶࡽࡕ

 

第 3節 標ᮏࡢᢳ出方法 

㸦1㸧地Ⅼࡢᢳ出 

 選挙区ࢆ༢ࠋࡓࡋ西東京ᕷࡢ全 29 選挙区ࡽ 10 選挙区ࢆ地Ⅼࠊ࡚ࡋ人ཱྀ規模ࢆ考

慮ࡋ系統ᢳ出ࠋࡓࡋ 

 

㸦2㸧個人ࡢᢳ出 

 西東京ᕷ役所࡚選挙人ྡ簿ࢆ閲覧ࠊ࡚ࡋ計⏬標ᮏ 500人ࢆ系統ᢳ出ࠋࡓࡋ各地Ⅼࡽ 50

人ࠋࡓࡋࡘࡎᢳ出間隔ࡣ 25人࡛固ᐃࢺ࣮ࢱࢫࠋࡓࡋ番号ࠊࡣあࡵࡌࡽ各地Ⅼࠊࡈẕ

㞟団人数ࡢ範ᅖෆ࡛ࣛン࣒ࢲ準備ࠋࡓࡋ 

選挙人ྡ簿抄ᮏ閲覧申出ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾࡚西東京ᕷ役所ࡀ⏣見ࠊࡣࡁ⥆手ࡢࢢンࣜࣉンࢧ 

書ࠊ調査企⏬書ࠊ調査票ࠊ選挙人ྡ簿閲覧者୍覧表ࢆ提出ࠋࡓࡋ 

5/29㸦木㸧午前ࠊࡣ作業ࢢンࣜࣉンࢧ  教員ࠊ12：00～9：30 2人㸦小林見⏣㸧ࠊ協力員㸦

学生特ู研究員 大崎裕子㸧࣮ࢱンࢭኴᖹ洋研究ࢪ 14人࡛ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ 

 

第 4節 調査ࡢ実施方法 

㸦1㸧郵送調査 

 調査票ࠊ返信用ᑒ筒㸦ษ手㈞付ࡳࡎ㸧ࠊ謝礼ࢆᑒ入ࠊ࡚ࡋᑒ筒࡚送信ࡓࡋ㸦木曜日Ⓨ送

 ࠋ木曜日㸧ࡢ㸦返送期日直前ࡓࡋⓎ送葉書࡛全員ࢆ督ಁ状ࠊࡓࡲࠋ㸧ࡓࡋうࡼࡃᒆ㐌ᮎ࡚ࡋ

 ࠋࡓࡗ࡞わ࡞ࡇ࠾ࠊࡣᑒྠࡢ報告書ࡢ過去ࡸ告知ࡢ前ࠊ࠾࡞ 

 

㸦2㸧問いྜわࡏ 

 電ヰࡿࡼ問いྜわࡀࡏ 1件あࠊࡾ訪問ࡿࡼ問いྜわࠋࡓࡗ࡞ࡣࡏ 
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㸦3㸧ࢱ࣮ࢹ入力 

 2人୍組ࠊࡾ࡞入力࡛࣒࣮࢛ࣇ入力ࡓࡋ㸦2時間࡛ࡰ 20票ศ㸧ࠋ入力ูࡣ々 2回行いࠊ

ࡢࡇ 2 回ࡢ入力結果ࢆ Excel 確ᐃࢆࢱ࣮ࢹ入力ࠊࡋࢡࢵ࢙ࢳࢆ相㐪࡚ࡏわྜࡋࡽ用い࡚照ࢆ

 ࠋࡓࡏࡉ

 

㸦4㸧ࢽ࣮ࣜࢡࢱ࣮ࢹンࢢ 

 無回答999ࠕࡣ 㸦以ࡔࢇ選࡚ࡋ使用ࢆࣟࢥࢧࠊࡣ多い場ྜࡾࡼ指ᐃࡀ○ࠋࡓࡗࡩࡾ割ࠖࢆ

 ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆࢡࢵ࢙ࢳࣝ࢝ࢪࣟࢢンࢹ࣮ࢥ࣮ࢱࣇࠊ後ࡢࡑࠋ㸧ࢢンࢸࢹ࢚ୖ

 

第 5節 回状況 

㸦1㸧᭷効回率 

 61.8%࡛あࡓࡗ㸦計⏬標ᮏ 500人ࠊ᭷効標ᮏ 498人ࠊ᭷効回 308人㸧ࡘ࡛ࡲࢀࡇࠋい࡚

第ࠊࡣ 8節㸦6㸧参照ࠋ 

㸦小ࡋ数理社会学会大会࡛報告2009ᖺࠊい࡚ࡘ要因変ࡢ回率ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊ࠾࡞ 

林盾ࠕ回率 能性ࠖ第ྍࡢ挑戦：郵送調査ࡢ70% 47回数理社会学会大会報告要᪨㞟録ࠊ

2009ᖺ 3᭶ 8日ࠊ京都産業大学㸧2013ࠊᖺࡣ日ᮏ社会学会࡛報告ࡓࢀࡉ㸦小林盾ࠕ回率

能性ࠖ第ྍࡢ挑戦：郵送調査ࡢ70％ 86回日ᮏ社会学会大会2013ࠊᖺࠊ慶應⩏塾大学㸧ࠋ 

 

㸦2㸧無効票ࠊ調査拒否 

 無効票ࡣ 2票࡛あࡓࡗ㸦ఫ所明ࡿࡼ返送࡞㸧ࠋ 

 調査拒否ࡣ 9票あࡓࡗ㸦8票ࡣ調査拒否あࡿいࡣྍ能࡚ࡋⓑ紙࡛1ࠊ票ྲྀཷࡣ拒否ࡋ

࡚返送ࡓࢀࡉ㸧ࠋ 

  

㸦3㸧性ูࠊᖺ齢ูࡢ回率 

 第 8節㸦4㸧ࡢ表ࠋࡓࡗ࡞ࡾ࠾ࡢ 

 

㸦4㸧時系列࡛ࡢ回数 

ࢆ督ಁ状ࡢ葉書࡛ࡿ࣮ࡵࡶࠋࡓࡗ࡞ࡾ࠾ࡢࣇࣛࢢ  1 回Ⓨ送ࠊࡋ効果ࡣあࡼࡓࡗう࡛

あࠋࡿ 

 

第 6節 東京都西東京ᕷࡘい࡚ 

 東京都西東京ᕷࡣ東京 23区ࡢ西側あࠊࡾ練馬区接ࠋࡿࡍ西東京ᕷࡣ西武ụ袋線西

武新宿線ࠊࡾ࠾ࡀụ袋ࠊ新宿࡛ࡲ約 20 ศ࡛あ2001ࠋࡿ ᖺ保谷ᕷ⏣無ᕷྜࡀ併࡚ࡋう

 ࠋࡓࢀࡲ

 人ཱྀࡣ約 20 万人ࠊ世帯数ࡣ約 9 万࡛あࠋࡿ人ཱྀ密ᗘࡣ約 12,000 人㸦ᖹ方ࣝࢺ࣮࣓ࣟ࢟あ

ᕷ⏫ᮧู࡛全国ࠊ㸧࡛ࡾࡓ 4 ࡛あࡿ㸦1 東京都 23 区2ࠊ 埼玉県蕨ᕷ3ࠊ 東京都武蔵
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㔝ᕷ㸧ࠋ産業ู࡛ࠊࡣ第 1ḟ産業従者ࡀわࠊࡎ第 2ḟ産業約 1割ࠊ第 3ḟ産業約 8割࡞

 ࠋࡿい࡚ࡗ

 

第 7節 成蹊大学社会調査士課程ࡘい࡚ 

 成蹊大学文学部現代社会学科࡛2004ࠊࡣᖺᗘࡽ社会調査士課程ࢆ設置ࠊ࡚ࡋ社会調査協

会Ⓨ行ࡢ社会調査士資格ྲྀࡢ得対応࡚ࡋいࠋࡿ学生ࡣ 1ᖺḟࡽ 3ᖺḟ࡛ࡲ ࡣࡓࡲ㸦ࡘ6

7 ࡇ࠾ࡀ授業中心ࢆ社会調査士課程ᐊࠋࡿࡁ得࡛ྲྀࢆ資格ࠊ࡛ࡇࡿࡍᒚ修ࢆ授業ࡢ㸧ࡘ

 ࠋࡿい࡚ࡋࢺ࣮࣏ࢧࢆ学習ࡀຓ手ࠊࢀわ࡞

ࡀ科目ྡࡾࡼ社会調査演習㸦2012ᖺᗘࡢ3ᖺḟ配当ࠋࡓࢀࡉ開始2006ᖺᗘࠊࡣ調査ࡢࡇ 

社会調査実習ࡽ変更㸧࠾い࡚ࠊ授業୍ࡢ環࡚ࡋ実施ࠋࡓࢀࡉ授業ࡣẖ㐌社会調査士課

程ᐊ࡛࡞ࡇ࠾わ1ࠊࢀᖺ間࡚ࡗ࡞࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢいࠋࡿ 
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第 8節 ᅗ表 

㸦1㸧日程 

 

 
調査ࡢ㐍行 

4᭶ 㸦前期授業開始㸧࣐࣮ࢸ仮ㄝࢆ設ᐃࢻ࣮ࣝࣇࠊࡿࡍワ࣮ࡿࡍࢆࢡ 

5᭶ 質問ࠊࡿࡃࡘࢆ調査票ࢆ作成ࢧࠊࡿࡍンࣜࣉンࡿࡍࢢ㸦ᕷ役所࡚㸧 

6᭶ 調査ࢆ実施ࡿࡍ㸦調査票Ⓨ送回㸧 

7᭶ ࢆࢱ࣮ࢹ入力ࡿࡍ 

8᭶ 㸦夏休ࡳ㸧 

9᭶ 㸦後期授業開始㸧㞟計ࡿࡍ 

10᭶ ᖹ均ࢆ比較࢝ࠊࡿࡍ乗検ᐃ࡞ࡇ࠾ࢆう 

11᭶ 仮ㄝࢆ検証ࠊࡿࡍンࡿࡍ࣮ࣗࣅࢱ 

12᭶ 報告書ࢆ作成ࡿࡍ 

1᭶ 報告書完成 

2᭶ ᑓ修大学見⏣朱子ྠྜ࣑ࢮⓎ表会 

 

㸦2㸧地Ⅼࡢᢳ出㸬 

 

調査 実施ᖺ 対象地域 ᢳ出ࡓࢀࡉ地Ⅼ 地Ⅼࡢᢳ出方法 

第 1回 2006ᖺ 武蔵㔝ᕷ 

ྜྷ祥寺༡⏫ 2目ྜྷࠊ祥寺⏫ ⏫中ࠊ5
西久保ࠊ1 ⏫⥳ࠊ1 境ࠊ2 ⏫境༡ࠊ1 ࠊ5
桜堤 2 

ࢆ༢࡚ࡋ༢
純無作Ⅽ㸦人ཱྀ規模
 い㸧࡞ࡋ考慮ࢆ

第 2回 2007ᖺ 武蔵㔝ᕷ 

ྜྷ祥寺東⏫ 2目ྜྷࠊ祥寺༡⏫ 祥ྜྷࠊ4
寺ᮏ⏫ ⏫祥寺ྜྷࠊ3 ⏫ඵ幡ࠊ4 㛵ࠊ1
前 境ࠊ2 ⏫境༡ࠊ3 4 

ࢆ༢࡚ࡋ系
統ᢳ出㸦人ཱྀ規模ࢆ
考慮࡞ࡋい㸧 

第 3回 2008ᖺ 武蔵㔝ᕷ 

ྜྷ祥寺東⏫ 3目ྜྷࠊ祥寺༡⏫ 祥ྜྷࠊ5
寺ᮏ⏫ ࠊ4ྷྜ 祥寺⏫ ⏫中ࠊ3 ⏫⥳ࠊ3 ࠊ3
境 ⏫境༡ࠊ2 3 

ࢆ༢࡚ࡋ系
統ᢳ出㸦人ཱྀ規模ࢆ
考慮㸧 

第 4回 2009ᖺ 武蔵㔝ᕷ 
ྜྷ祥寺東⏫ 4目ྜྷࠊ祥寺ᮏ⏫ 祥ྜྷࠊ1
寺⏫ 西久保ࠊ2 㛵前ࠊ3 ⏫境༡ࠊ3 2 

ࢆ༢࡚ࡋ系
統ᢳ出㸦人ཱྀ規模ࢆ
考慮㸧 

第 5回 2010ᖺ 武蔵㔝ᕷ 
ྜྷ祥寺༡⏫ 1目ࠊ御殿山 祥寺ྜྷࠊ2
⏫ 西久保ࠊ1 㛵前ࠊ2 ⏫境༡ࠊ4 5 

ࢆ༢࡚ࡋ系
統ᢳ出㸦人ཱྀ規模ࢆ
考慮㸧 

第 6回 2011ᖺ 西東京ᕷ 
全 34選挙区ࡽ 10選挙区㸦第 ࠊ9ࠊ6ࠊ3
 32選挙区㸧ࠊ29ࠊ25ࠊ21ࠊ17ࠊ15ࠊ11

選挙区ࢆ༢ࡋ
࡚系統ᢳ出㸦人ཱྀ規
模ࢆ考慮㸧 

第 7回 2012ᖺ 西東京ᕷ 
全 34選挙区ࡽ 10選挙区㸦第 ࠊ8ࠊ5ࠊ1
 31選挙区㸧ࠊ28ࠊ24ࠊ20ࠊ17ࠊ14ࠊ10

選挙区ࢆ༢ࡋ
࡚系統ᢳ出㸦人ཱྀ規
模ࢆ考慮㸧 

第 8回 2013ᖺ 西東京ᕷ 
全 29選挙区ࡽ 10選挙区㸦第 ࠊ7ࠊ4ࠊ2
 17選挙区㸧ࠊ24ࠊ21ࠊ18ࠊ15ࠊ13ࠊ10

選挙区ࢆ༢ࡋ
࡚系統ᢳ出㸦人ཱྀ規
模ࢆ考慮㸧 

第 9回 2014ᖺ 西東京ᕷ 
全 29選挙区ࡽ 10選挙区㸦第 ࠊ8ࠊ5ࠊ2
 28選挙区㸧ࠊ25ࠊ22ࠊ19ࠊ16ࠊ13ࠊ11

選挙区ࢆ༢ࡋ
࡚系統ᢳ出㸦人ཱྀ規
模ࢆ考慮㸧 

 

  



6 

㸦3㸧郵送調査ࡢ様作業ෆ容 

 

 様 作業ෆ容 

調査票 
A3用紙 2枚両面༳ๅ㸦業者依頼㸧ࠋ厚ཱྀ2ࠊ色㸦እ
側ࠊෆ側㸧ࡢ冊子ྑࠋ端ࢆ  ࡓࡋࡽࡎ࣑ࣜ4

 

Ⓨ送ᑒ筒 

社会調査士課程ᐊࠖྡࠕ 入ࡾ角 2号ᑒ筒ࠊୗ部ࠕ西
東京ᕷ民 ࡲࡉ࡞ࡳࡢン࠾ࡢࢺ࣮ࢣ願いࡀ入ࡗ
࡚いࠕࠖࡍࡲ謝礼ࡀ入࡚ࡗいࠖࡍࡲ朱字࡛༳ๅ㸬
記念ษ手使用 

ᐄ࡚先࣮ࣝࢩ 140
記念ษ手ࢆ㈞付 

返信ᑒ筒 

社会調査士課程ᐊࠖྡࠕ 入ࡾ角 2号ᑒ筒ࠊ返送先ࠕࢆ社
会調査士課程ᐊ 回答ᅾࢺ࣮ࢣンࠕୗ部ࠊ༳ๅࠖ
中ࠖ༳ๅ 

140 ษ手ࢆ㈞付2ࠋ

 ࡾᢡࡘ

督ಁ状葉書 官製葉書㸦ࡿ～ࡵࡶ使用㸧 
文面࣮ࣆࢥࢆ༳ๅࠋᐄ
࡚先ࢆ࣮ࣝࢩ㈞付ࠋ 

謝礼 
500ࡢᅗ書ࢻ࣮࢝㸦紙ࢫ࣮ࢣ入ࡾ㸧ࠋ 

Seikeiࣟࢦ入࣮࣌ࣝ࣎ࡢࡾン 
 

留Ᏺ番電ヰ 

6/19～9/20 設置ࡣࠕࠊいࠊ成蹊大学社会調査士課程ᐊ
ࡢ木曜ࠊ水曜ࠊ᭶曜ࠊࡣ開ᐊ時間ࠋࡍ࡛ 10時ࡽ 17

時࡛ࡔࡓࠋࡍいࡲ電ヰ出ࠋࢇࡏࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿ恐ࢀ
入ࠊࡀࡍࡲࡾⓎ信音ࡢあࡈ用件࠾ࢆヰࡋୗࡉいࠖ
 録音

 

大学࣒࣮࣍
 ࢪ࣮࣌

6/19以降࢘ࢼンࠕࠊࢫ新着情報࣭࠾知ࠖࡏࡽ欄
実施ࢆ調査ࢺ࣮ࢣン社会調査士課程ᐊ࡛ࠕ ࡚ࡋࠖ
調査概要ࣜンࢡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      調査票     返信ᑒ筒       謝礼 

                                  Ⓨ送ᑒ筒 
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㸦4㸧性ูࠊᖺ齢ูࡢ᭷効回数㸦ࢥࢵ࢝ෆ回率ࠊ性ูᖺ齢明ࢆࢫ࣮ࢣ除ࡃ㸧 

 

  20代 30代 40代 50代 60代 ྜ計 

男性 
23人

(47.9%) 

20人
(42.6%) 

35人
(52.2%) 

43人
(72.9%) 

26人
(76.5%) 

139人
(54.5%) 

女性 
14人

(46.7%) 

34人
(72.3%) 

34人
(55.7%) 

44人
(73.3%) 

35人
(74.5%) 

169人
(69.0%) 

ྜ計 
37人

(47.4%) 

54人
(57.4%) 

69人
(53.9%) 

87人
(73.1%) 

61人
(75.3%) 

308人
(61.6%) 

 

 

 

㸦5㸧時系列࡛ࡢ回数 

 

 
 

 
日数 ᭷効回数 

᭷効⣼積 

回数 
᭷効回率 

Ⓨ送日 6/19 㸦木㸧 0 0 0 0.0% 

 6/23 㸦᭶㸧 4 82 79 15.8% 

 6/25 㸦水㸧 6 93 170 34.1% 

督ಁ状送付 6/26 㸦木㸧 7 12 182 36.5% 

返送期限 6/30 㸦᭶㸧 11 61 241 48.4% 

 7/2 㸦水㸧 13 44 283 56.8% 

 7/3 㸦木㸧 14 3 286 57.4% 

 7/7 㸦᭶㸧 18 13 299 60.0% 

 7/9 㸦水㸧 20 4 303 60.8% 

 7/10 㸦木㸧 21 0 303 60.8% 

 7/14 㸦᭶㸧 25 2 304 61.0% 

 7/17 㸦木㸧 28 2 305 61.2% 

 7/21 㸦᭶㸧 32 1 306 61.4% 

 7/23 㸦水㸧 34 0 306 61.4% 

 7/24 㸦木㸧 35 0 306 61.4% 

 7/28 㸦᭶㸧 39 0 306 61.4% 

 7/30 㸦水㸧 41 0 306 61.4% 

 7/31 㸦木㸧 42 0 306 61.4% 

 8/4 㸦᭶㸧 46 1 307 61.6% 

最後ࡢ調査票 8/6 㸦水㸧 48 1 308 61.8% 

 

47.9%

42.6%

52.2%

72.9%

76.5%

46.7%

72.3%

55.7%

73.3%

74.5%

0.0%

50.0%

100.0%

20代 30代 40代 50代 60代

男性

女性
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㸦6㸧ࡢ࡛ࡲࢀࡇ᭷効回率᭷効回数㸦2006～8ᖺ計⏬標ᮏ 10ᖺ～2009ࠊ400 2011ࠊ300

～2014ᖺ 500㸧 

 

 

 

 

 

0

79

170
182

241

283 286
299 303 303 304 305 306 306 306 306 306 306 307 308

0

100

200

300

400

発
送

日 4 6

督
促

状
送

付

返
送

期
限 1
3

1
4

1
8

2
0

2
1

2
5

2
8

3
2

3
4

3
5

3
9

4
1

4
2

4
6

最
後

の
調

査
票

有
効
累
積
回
収
数

206
266 296

215 186

294
326 298 308

51.5%

66.5%
74.0% 71.7%

62.0% 59.5%
65.2%

60.2% 61.8%

0

500

1000

0.0%

50.0%

100.0%

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

有効回収㟿
᧤右軸᧥

有効回収率
᧤左軸᧥
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い࡚ࡘ調査ࡢࡇ B 統計用語 

小林盾 

 

1 ẕ㞟団標ᮏ 

 調査࡛知ࡓࡾい人ࡢ全体ࠊࢆẕ㞟団ࠋࡪࡼண算ࠊ時間ࠊ人員࡞ไ限ࡀあࠊࡣࡁࡿ

ẕ㞟団୍ࡢ部ࠊࢆ標ᮏ࡚ࡋ調査ࡢࡇࠋࡿࡍ調査࡛ࠊࡣẕ㞟団࡛あࡿ 22～69ṓࡢ西東京ᕷ民

約ࡣ 12万人ࠊࡾ࠾標ᮏ࡛あࡿ調査対象者ࡣ 500人࡛あࠋࡓࡗ 

 

2 無作Ⅽᢳ出㸦ࣛンࢧ࣒ࢲンࣜࣉンࢢ㸧᭷意ᢳ出 

 標ᮏࡢ各個人ࡌྠࢆ確率࡛選ࠊࢆࡇࡪ無作Ⅽᢳ出ࡿࡍ㸦ࣛンࢧ࣒ࢲンࣜࣉンࡿࡍࢢ㸧

いうࠋ標ᮏࡀ無作Ⅽᢳ出ࠊࡽ࡞ࡓࢀࡉ調査対象者㸦標ᮏ㸧ࡓࠊࡣえ人数ࡀ少ࠊࡶ࡚ࡃ࡞全

体㸦ẕ㞟団㸧ࡢ偏࡞ࡽい縮ᅗࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡍ࡞ࡳ無作Ⅽᢳ出࡚ࢀࡉい࡞いࠕࠊࡁ᭷意ᢳ

出ࠖࡓࢀࡉいうࡢࡇࠋ調査ࠊࡣ標ᮏࢆ無作Ⅽᢳ出࡚ࡋいࠋࡿ 

 

3 系統ᢳ出法 

 無作Ⅽᢳ出ࡢࡵࡓࡿࡍࢆ簡便࡞方法ࠊ系統ᢳ出法ࡀあࠊࡣࢀࡇࠋࡿẕ㞟団ࡽ標ᮏࢆ等

間隔選࡛ࢇいࡃ方法࡛あࡿ㸦ࡋࡔࡓ完全࡞無作Ⅽᢳ出法࡞ࡽ࡞ࡣい㸧1ࠊࡎࡲࠋ人 1人

ẕ㞟団番号ࢆ振ࢺ࣮ࢱࢫࠊࡽ࡚ࡗ番号ࢆ無作Ⅽ決ࠊ࡚ࡵ最初ࡢ標ᮏࡢࡑࠋࡿࡍあࠊ࡛

ࡀ番号ࢺ࣮ࢱࢫࠊࡤえࡓࠋࡪ選ࢆ標ᮏࡢࡾ残ࠊ等間隔ࡽ番号ࢺ࣮ࢱࢫ 3 ࡀ間隔ࠊ࡛ 4

࡛あࡼࡢࡂࡘࠊࡤࢀうẕ㞟団番号  ࠋࡿࢀࡤ選࡚ࡋ標ᮏࡀ…ࠊ11ࠊ7ࠊ3

 

 

ẕ㞟団番号 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10  11  12… 

 

ࡈ地Ⅼࠋࡓ用いࢆ系統ᢳ出法ࠊࡁࡪ選ࢆ調査対象者ࡽ選挙人ྡ簿ࠊࡣ調査࡛ࡢࡇ 

ࢆ番号ࢺ࣮ࢱࢫࠊ ࡣ間隔ࠊࡋ࡞2,124 25࡛共通ࠋࡓࡋ 

 

4 ༢純㞟計表 

 あࡿ質問㸦変数いう㸧ࡢࠊ࡛࡞ࡢ選択肢何人ࡀ回答ࢆࡓࡋ㞟計ࠊࡀࡢࡶࡓࡋ༢

純㞟計表࡛あࡿ㸦ᗘ数ศᕸ表ࡶいう㸧ࠋୗࡢ表ࠊࡣ性ูࡘい࡚ࡢ༢純㞟計表࡛あࠋࡿ᭷効

回答者࡞ࡢ女性ࡀ 58.6%い࡚ࠊ男性  ࠋࡿศࡀࡇ多いࡸࡸࡾࡼ41.4%
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༢純㞟計表 

 人数 % ᭷効% ⣼積% 

0 女 109 58.0 58.6 58.6 

1 男 77 41.0 41.4 100.0 

᭷効回答計 186 98.9 100.0   

999 無回答 2 1.1     

ྜ計 188 100.0     

 

5 ᖹ均 

 ᖹ均ࠊࡣ変数ࢆ 値ࠋࡿࢀࡉ式࡛計算ࡢࡂࡘࠋࡍ表ࢆ㔜心ࡤいわࠊ࡚ࡏࡉ数字࡛代表ࡢࡘ1

ࡀ 1 男ࠊࡶᖹ均ࡢ全体ࠋࡿࡏ表࡛%ࠊࢀࡤࡼ割ྜ㸧ࡣࡓࡲ比率㸦ࡣᖹ均ࠊࡽ࡞0

女ูࠊᖺ齢ููࣉ࣮ࣝࢢ࡞ᖹ均ࢆ比較ࡀࡇࡿࡍあࠋࡿ 

 

ᖹ均＝
個人1ࡢ値㸩個人2ࡢ値㸩…

ྜ計人数
 

 

6 標準偏差 

 標準偏差ࠊࡣあࡿ変数ࠕࡢ散ࡢࠖࡾࡤࡽᗘྜいࢆ 1 ࢀࡉ式࡛計算ࡢࡂࡘࠋࡍ数字࡛表ࡢࡘ

 ࠋࡿ࡞値ࡢ0以ୖࠊ࡚

 

標準偏差＝
㸦個人1ࡢ値㸫ᖹ均㸧2㸩㸦個人2ࡢ値㸫ᖹ均㸧2㸩…

ྜ計人数㸫1
 

 

 乗値࢝ 7

2ࠊ࡞ンࣇ࣮࢝ࢵࢧ性ูࠊࡣ乗値࢝  ࠊ㝿ࡓࡋ作成ࢆ表ࢫࣟࢡࡢ質問ࡢࡘ

1ࠊࢆࡢࡿい࡚ࡋい㛵連ࡽࡃࢀ 数࡞具体的ࡢ値ࡢ個々ࡣࣝࢭࠊ࡛ࡇࡇࠋࡍ数字࡛表ࡢࡘ

値ࡀ記載࡚ࢀࡉいࡿ箱ࠊࢆࡇࡢ観測ᗘ数ࡣ実㝿調査࡛えࢫ࣮ࢣࡓࢀࡽ数ࠊࢆ期待ᗘ数

2ࠊࡣ期待ᗘ数࡛ࠋࡿࡍ意味ࢆ数ࢫ࣮ࢣࡿࢀࡉ想ᐃࡁ㸧࡞い㸦独立࡞ࡀ㛵連変数間ࡣ

変数㛵連࡞ࡀいࠊࡵࡓ行ࢭ࣮ࣃンࡀࢺ男女୍࡛致ࠋࡿࡍ 

 

 表㸦期待ᗘ数㸧ࢫࣟࢡ  表㸦観測ᗘ数㸧ࢫࣟࢡ

 い࡞ン࡛ࣇ ンࣇ࣮࢝ࢵࢧ   い࡞ン࡛ࣇ ンࣇ࣮࢝ࢵࢧ 

男性  39 (25.7%) 113  (74.3%)  男性  29.8 (19.6%) 122.2 (80.4%) 

女性 23 (14.0%) 141 (86.0%)  女性 32.2 (19.6%) 131.8 (80.4%) 

ྜ計 62 (19.6%) 254 (80.4%)  ྜ計 62 (19.6%) 254 (80.4%) 

 

 ࠋࡿ࡞間ࡢ無限大ࡽ0ࠊ࡚ࢀࡉ式࡛計算ࡢࡂࡘࡣ乗値࢝ 
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＝乗値࢝
ࣝࢭ) ଵࡢ観測ᗘ数−ࣝࢭ ଵࡢ期待ᗘ数)2

ࣝࢭ ଵࡢ期待ᗘ数 + ࣝࢭ) ଶࡢ観測ᗘ数−ࣝࢭ ଶࡢ期待ᗘ数)2
ࣝࢭ ଶࡢ期待ᗘ数 +⋯ 

 

ࡣ乗値࢝ࠊࡣ表࡛ࢫࣟࢡࡢࡇ 㛵連ࡢ2変数間ࠊいࡁ大ࡀ乗値࢝ࠋࡿ࡞6.770

ࡀ乗値࢝ࠋ強いࡀ  ࠋࡿࡍ意味ࢆࡇい࡞ࡃࡓࡗࡲࡀ㛵連ࡣ2変数ࠊࡣ場ྜࡢ0

 

8 ᭷意確率࢝乗検ᐃ 

 ᭷意確率ࡸ3%ࠊࡣ 統計学࡛ࠋࡍ表ࢆࡇいࡁ大ࡀ差ࡸ㛵連ࡢ標ᮏ࡛ࠊいࡉ小࡞1%

ࡀ᭷意確率ࠊ般୍ࡣ 5%ᮍ満ࠊࡁࡢ㛵連ࡸ差ࡀ十ศ大ࠊ࡚ࡃࡁẕ㞟団࡛ࡶ㛵連ࡸ差ࡀ

あࡀࡇࡿ保証ࠋࡿࢀࡉ 

ࡀ表࡛᭷意確率ࢫࣟࢡࡢୖࠊࡤえࡓ  ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠕࠊࡿࡍࠋࡿࡍࡓࡗࡔ4%

性ูࣇ࣮࢝ࢵࢧン࡛あࠊࡣࡇࡿ᭷意㛵連࡚ࡋいࠖࡿいうࡢࡇࠋ場ྜࠊ男性ࠊ

᭷意ࣇ࣮࢝ࢵࢧン࡛あࡀࡇࡿわࠋࡿ 
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い࡚ࡘ調査ࡢࡇ C ᒚ修者୍覧 

 

担当教員 

 小林盾㸦文学部現代社会学科 教授㸧 

 見⏣朱子㸦文学部現代社会学科 非常勤ຓ手㸧 

 

ᒚ修者㸦文学部現代社会学科 3ᖺ生 4ᖺ生 31ྡ㸧 

Ᏻ念 綾香 

糸嶺 柾人 

ෆ⏣ 知佳 

梅川 春奈㸦班長㸧 

遠藤佳那子㸦班長㸧 

大竹 礼華 

大竹 心ᖹ 

小⏣原佑汰 

楫⏣ 知子 

勝瀬 恭子 

加藤 元気 

金⏣ 萌瑛 

金子 㔛㸦班長㸧 

木原 睦 

桒原 沙織㸦班長㸧 

㔝 ᪩智 

齊藤 明美 

齊藤 優姫 

清水明日香 

杉山 美 

戸谷 瞳 

仲澤 桃子 

長 礼子 

那須 葵 

新津 稜ᖹ㸦班長㸧 

⏣ ⏤奈 

濵  彩華 

ྂ條 愛梨㸦班長㸧 

ྂ山 尚貴 

宮尾ⓒྜ香㸦班長㸧 

柳 梨紗 
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第 1章 治安 

―西東京ᕷࡼࡢい࡞ࡣࢁࡇ― 

 

宮尾ⓒྜ香㸦班長㸧 

糸嶺柾人㸦ศ析担当㸧ࠊ楫⏣知子㸦Ⓨ送担当㸧ࠊ㔝᪩智㸦入力担当㸧ࠊ長礼子㸦調査票担当㸧 

 

第 1節 問題関心 

 ࠗᖹ成 25࣭26ᖺ版西東京ᕷ暮ࡢࡋࡽ便利帳࠘ࠊࡤࢀࡼ西東京ᕷࡣ 2001ᖺ 1᭶ 21日ᪧ

⏣無ᕷᪧ保谷ᕷྜࡀ併ࠋࡓࡋ⏣無ᕷࡣỤ戸時代ࡾࡼ青梅街㐨ࡢ宿場⏫࡚ࡋ栄えࠋࡓ昭和

以降工場ࡢ㐍出1967ࠊࡾࡼ࡞ ᖺᕷไࡀ施行ࠊࢀࡉ全国࡛四番目小ࡉいᕷࠋࡓࡗ࡞

ᪧ保谷ᕷࠊࡣ大岡越前Ᏺࡀ検地ࢆ行いࠊỤ戸時代ࡽ戦後࡛ࡲ農ᮧ地域࡛あࠊࡀࡓࡗ宅地

ᖺྠ無ᕷ⏣ࡾࡼ 1967ᖺᕷࡢࡑࠋࡓࡗ࡞後ᖹ成ࡢ大ྜ併2001ࠊࡾࡼᖺ 1᭶ 21日ࠊ

21世紀最初ࡢᕷ⏫ᮧྜ併࡚ࡋ⏣無ᕷ保谷ᕷྜࡀ併࡚ࡋ西東京ᕷࡀ誕生ࠋࡓࡋ 

 ྠࠗ暮ࡢࡋࡽ便利帳࠘ࠊࡤࢀࡼ現ᅾࡢ西東京ᕷࡢ人ཱྀࠊࡣ男性 96,949 人女性 100,856 人

計ࡢ 197,805人࡛あࠊࡾ面積ࡣ 15.8ᖹ方࡛ࣝࢺ࣮࣓ࣟ࢟あࠋࡿ 

生ࡀࢀࡑࠊࡾ࠾࡚ࡌ感うࡼࡢࢆᏳࡢ⏫ࡴఫࡀ自身ࡣఫ民ࠊい࡚࠾西東京ᕷࠊࡣ࡛ 

活満足ࡢᗘྜいࡸఫ民ࡢ質対ࡿࡍ༳象う㛵連࡚ࡋいࢁࡔࡢࡿうࠊ࡛ࡇࡑࠋ以ୗࡢ仮

ㄝࠋࡓ࡚ࡓࢆ 

 

 仮ㄝ 1：女性ࠊᏳ敏感ࠊࡵࡓ࡞西東京ᕷࡢᏳࡼࡀい感࡚ࡌいࢁࡔࡿうࠋ既婚

者ࠊ子ࡢࡶᏳ全ࢆ意識ࢆࡿࡊࡏえ࡞いࠊࡵࡓ西東京ᕷࡢᏳࡼࡀい感࡚ࡌいࢁࡔࡿ

うࠋ 

 

 仮ㄝ 2：西東京ᕷࡢᏳࡼࡀい感࡚ࡌいࡿ人ࠊ地域ࡢ人ࡢࡕࡓ㛵わࢆࡾ持ࠊࡕ

ࡽ暮࡚ࡋᏳ心ࠋうࢁࡔࡿい࡚ࡌ感いࡼࡀ質ࡢఫ民ࡢ西東京ᕷࠊࡵࡓࡿ࡞ࡃ良ࡀ仲ఫ民ࡢ

 ࠋうࢁࡔ高いࡀ生活満足ᗘࠊࡵࡓࡿࡏ

  

メンࣂー フールࢻ調査 田無駅前ࢺࣃロール 
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第 2節 集計結果 

 問 2 ࡀࢫࢭࢡࡢ都心ࠊࡽ༢純㞟計表ࠋࡓࡋい࡚質問ࡘࢁࡇいࡼࡢ西東京ᕷࠊ࡛

ࡃ多ࡶࡗࡶ ࡀ自然ࠊい࡚⥆ࠋࡓࡗࡔ70.5% ࡀࡉࡍࡸࡋࡢ買い物ࠊ45.5% 32.5%࡛あࠋࡓࡗ

Ᏻࡣ 4番目࡛ࡢ28.2%ࠊ人ࡀ西東京ᕷࡼࡢいࢁࡇ答えࠋࡓ 

 自然ࡼࡀい思࡚ࡗいࡿ人ࠊࡣ想像通ࡾ多ࠋࡓࡗ長ࠊࡣ新宿ࡽ電車乗࡚ࡗ西東京

ᕷࢆ訪ࡓࢀ㝿ࠊあࡾࡲ行ࢆࡉࡍࡸࡁ感ࡣࠋࡓࡗ࡞ࡌいえࠊ西武ụ袋線࡛あࡤࢀụ袋ࠊ

西武新宿線ࡽ࡞高⏣馬場直結࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ都心ࢆࢫࢭࢡࡢ選ࡔࢇ人ࡀ多いࡿ࡞ࡣࡢ

 ࠋࡓࡗ思

 

第 3節 原因ࡢ分析 

 第୍ࡼࠊいࡀࢁࡇᏳ考えࠊࡣࡢࡓ男性ࡢうࡕ ࡕうࡢ女性ࠊ24.5% ࡋࠋࡓࡗࡔ31.4%

㔜ࢆᏳࡽ日㡭女性ࠊࡣࡕࡓ私ࠋࡓࡗ࡞ࡣ㐪い࡞᭷意ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠊࡋ

視ࠊ࡛ࡢࡿࡍᏳࡼࡀい考えࢁࡔࡿうண想ࠊࡋࡋࠋࡓࡋᏳ対ࡾྲྀࡿࡍ組ࡣࡳ女性

宮⏣楫ࠋい࡞ࢀࡋࡶࡢࡓࡗ࡞ࡀ男女࡛㐪いࠊ࡛ࡢい࡞ࡣ࡛ࡅわࡿい࡚ࡋ特࡚ࡋ対

尾ࠊࡣ⏣無駅前࡚ࡋࢆ࣮ࣝࣟࢺࣃ࡚いࡿ男性ࢆ見ࠊࡅ立ࡕヰࡢࡑࠋࡓࡋࢆ㝿࣮ࣟࢺࣃࠊ

 ࠋࡓࡌ感うࢁࡔ多いࡎࡽ限女性ࠊࡣ人ࡿ得ࢆᏳ心感࡚ࡗࡼࣝ

 第ࡼࠊいࡀࢁࡇᏳ考えࠊࡣࡢࡓ既婚者ࡢうࡕ ࡕうࡢᮍ婚者ࠊ27.3% ࠋࡓࡗࡔ29.7%

ࡢࡳ組ࡾྲྀࡢᏳࠊࡿいࡀࡶ子ࠋࡓࡗ࡞ࡣ差࡞᭷意ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠊࡋࡋ

恩恵࡚ࡅཷࢆいࡿண想ࠊࡋࡋࠋࡓࡋ西東京ᕷࡢᏳ対ࡾྲྀࡿࡍ組ࠊࡣࡳ子ࡶ対ࡍ

ࠋࡿう࡛あࡼࡓࡗ࡞ࡀ婚姻状況࡛差ࠊࡵࡓい࡞い࡚ࢀࡉ周知ࡾࡲあࠊࡢࡢࡶࡿあࡀ施策ࡿ

以ୖࠊࡽ仮ㄝ  ࠋࡓࡗ࡞ࢀࡉ支持ࡣ1

 

第 4節 結果ࡢ分析 

 第୍ࠊఫ民ࡢ質ࡼࡀい思う人ࠊࡣᏳࡼࡀい答えࡓ人ࡢうࡕ い人࡞う࡛ࡑࠊ23.0%

問 2 西東京市ࡢよいこࡣࢁ、何ࡔ思いまࡍ㸦○ࡣいくつ࡛ࡶ㸧 

 

70.5%

45.5%

32.5%

28.2%

12.7%

8.8%

7.1%

4.9%

7.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

都心䜈䛾ア䜽セ䝇

自然

買い物䛾䛧や䛩さ

治安

住民䛾質

地域䛾䛴䛺䛜䜚

市内䛾交通

そ䛾

䛸く䛻䛺い
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ࡕうࡢ 質ࡢఫ民ࡢ西東京ᕷࠊ人ࡓ答えいࡼࡀᏳࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ8.6%

地ࠊࡋ参加活動ࡢ地域積極的ࡣ人ࡿい࡚ࡗ思いࡼࡀᏳࠋࡓい࡚ࡗ思᭷意いࡼࡀ

域ࡢ人交流ࡿࡍ機会ࡀ増えࠊࡵࡓࡿఫ民ࡢ質ࡼࡀい思う࡛ࡢあࢁうࠋ実㝿ࠊ糸嶺ࡣ⏫ෆ

会主催ࡢ地元࠾ࡢ祭ࡾ参加ࡓࡋ㝿ࠊ地元ࡢ人㐩ࡢ人柄ࡢ良ࢆࡉ感ࠋࡓࡌ 

 第ࠊ生活満足࡚ࡋいࡿ人ࠊࡣᏳࡼࡀい答えࡓ人ࡢうࡕ ࡢい人࡞う࡛ࡑࠊ84.9%

うࡕ ᭷意ࡣ生活満足ᗘࠊ人ࡓ答えいࡼࡀᏳࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ69.9%

高ࠋࡓࡗᏳࡼࡀい思࡚ࡗいࡿ人ࡣ生活࡛ୖࡿࡍᏳ全面࡛ࡢ心配ࡀ少࡞いࠊࡵࡓ満足ࡋ

࡚いࢁࡔࡢࡿうࠋ以ୖࠊࡽ仮ㄝ  ࠋࡓࢀࡉ支持ࡣ2

 

第 5節 フールࢻ調査 

 2014ᖺ 5᭶ࠊ楫⏣ࠊ㔝ࠊ長ࠊ宮尾ࠊࡀ西東京ᕷ役所⏣無庁舎࡛ࢻ࣮ࣝࣇ調査ࢆ実

施ࠋࡓࡋᕷ役所ࡽ西武柳沢駅࡛ࡲ歩ࠊ࡛ࡇࡃ街並ࡸࡳఫ民ࡢ様子ࢆ観察ࠋࡓࡋᕷ役所

ᖹ日ࠋࡓࡗࡔいう༳象多いࡣ物ࡋ催ࡢ地域ෆࠊࡾ置い࡚あࢇࡉࡃࡓࡀࢩࣛࢳࡢࢺン࣋ࡣ

いう多いࡀఫ宅地࡞静ࠊࡣ駅前以እࠊࡃ࡞ࡃ多ࡾࡲあࡣࡾ人通ࠊいࡏࡓࡗࡔ午前中ࡢ

༳象࡛あࠋࡓࡗ高ᒙࡣࣝࣅ少ࠊࡃ࡞途中寄ࡓࡗ⏣無神社ࡣ自然ࡀ豊富ࡔ感ࠋࡓࡌ㔝

 ࠋࡓࡅཷࢆいう༳象ࡿࡅ見ࡃࡼࡶ人ࡿい࡚ࡗ乗自転車ࠊࡃ多ࡀ駐輪場中ࡢ街ࠊࡣ

 2014 ᖺ 10 ᭶ࠊ糸嶺ࡣ自転車࡛西東京ᕷෆࢆ循環ࠋࡓࡋ西武新宿線西武ụ袋線ࡢ中間

ࠊࡣ保谷駅ཱྀ周辺ࠋࡓࢀࡉ散見ࡀ⏿所々࡞谷戸周辺ࠊఫ宅街࡛ࡳ軒並ࡣࡾ辺ࡿࡍ置

ࠋࡓࡗあࡀ⏿ࡢ保谷梨ࡢ特産ࠋࡓࡗあ࡛ࡳࡢ系統୍ࠖࢫࣂ࡞ࡣࠕࢫࣂࢸࢽ࣑ࣗࢥࡀ便ࢫࣂ

西武新宿線ࡢ༡側ࠊࡣ向ྎ⏫ࡸ新⏫ࠊ࡞ఫ宅街ࡢ中時ᢡࡀ⏿࢘࢟混ࠋࡿࡌ全体的ࠊ

ᪧ⏣無ᕷᪧ保谷ᕷࠊ࡛特段雰ᅖ気㐪い࡞ࡣい感ࠊࡀࡓࡌ保谷駅ཱྀ周辺ࡣ接ࡿࡍ埼

玉県新ᗙᕷ雰ᅖ気ࡀ近いࡼう感ࠊࡓࡲࠋࡓࡌ駅ࡽ㞳ࡶࢁࡇࡓࢀఫ宅地࡛あࠊࡀࡓࡗ

鉄㐨ࡢ駅࡞ࡀいࢫࣂࡣࢁࡇ頼ࢆࡿࡊࡽ得࡞いࡼうࠋࡓࡗࡔ 

 

第 6節 ンࢱビュー調査 

 2014ᖺ᭶ࠊ西東京ᕷ秘書広報課ࡢ職員 Aࢇࡉンࢆ࣮ࣗࣅࢱ実施40ࠋࡓࡋ代ࡽࡃいࡢ

男性࡛あࠋࡓࡗ西東京ᕷ役所⏣無庁舎ࡶ࡚ࠊ࡚寧対応࡚ࡋいࡔࡓいࠋࡓ 

 

 楫⏣ࠕ西東京ᕷ࡛ࠊࡣᏳ㛵ࡼࡢ࡚ࡋうࡾྲྀ࡞組࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆࡳいࠖࡍࡲ 

 A ࢺࣃࠊ紙ࡾ張ࡢ建物ࡿࡵ込ࡆ逃時ࡓࡌ感ࢆ༴険ࡀࡶ子ࠊࡸ設置ࡢ民生委員ࠕࢇࡉ

い࡚ࢀࡽ限ࡀ㈈源ࠋࡍࡲ思いࡿい࡚ࡗ࡞抑Ṇ力ࡢ犯罪ࠊࡀࡇࡓࡗい実施ࡢ࣮ࣝࣟ

ᕷࠊ࡞うࡽࡶ࡚ࡗࡸ自ศ࡛ࡣࡇࡢ範ᅖࡿ自ศ࡛出来ࠊࡋ活動⥴୍ࡀᕷ民ᕷࠊ࡛ࡢࡿ

民ࡢ皆ࡢࢇࡉ協力ࡀḞࠖࢇࡏࡲࡏ 

 宮尾ࠕ私ࡢࡕࡓ調査࡛ࠊࡣ性ูࡸ婚姻状況࡚ࡗࡼᏳࡼࡀい答えࡓ人ࡢ割ྜ差࡞ࡀ

 ࠖうࡻࡋ࡛࡚ࡋうࠊࡀࡍ࡛ࡢࡓࡗ

 A 参加ࢇࡉࡃࡓࡶ父様࠾ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔẕ様࠾ࠊࡣ࡛ࢺン࣋ࡢ防犯ࡿࡍ親子࡛参加ࠕࢇࡉ

ࡲ思いい࡞少ࡀࡇࡿࡌ感ࢆ༴険ࡀ女性ࠊࡃ࡞ࡾࡲあࡀ繁華街ࠊ土地柄ࠊࡋࡍࡲい࡚ࢀࡉ
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ࡀࡳ組ࡾྲྀࡿࡍ対ࢇࡉ子࠾ࠋうࡻࡋい࡛࡞ࡣ࡛ࡢࡓࡗ࡞ࡀ差ࡣ男女࡛ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡍ

比較的多いࠊ࡛ࡢ婚姻状況࡛差࡞ࡀいいうࡣࡢ少ࡋ意እ࡛ࠖࡍ 

 宮尾ࠕᏳࡼࡀい答えࡓ人ࠊఫ民ࡢ質ࡼࡶい答え࡚いࠖࡓࡋࡲ 

 A ࡢ地域ࠊ࡚ࡌ通ࢆ࡞支援ࡢ自会ࠊࢻワ࣮࣮࢟ࢆࠗ協働࠘ࠊࡣ西東京ᕷ࡛ࠕࢇࡉ

ࡢ高齢ࠊ࡚ࡗࡼ࡞ࡳ組ࡾྲྀࡿࡍ㛵防犯ࡸࢺン࣋ࠋࡍࡲい࡚ࡵ始ࢀ入ࢆ力ࡾࡀ࡞ࡘ

方々ⱝい人ࡸ子ࡼࡀࡶい影響ࢆえあえࡿ街ࡘࡘࡾ࡞あࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿあࠊࡀࡾࡓఫ民

 ࠖࡍࡲ思いࡔࡢࡓࢀ表࡚ࡋࡉ高ࡢ質ࡢ

 

 最初Ᏻ対ࡾྲྀࡿࡍ組ࡘࡳい࡚伺ࡓࡗ㝿ࠊࡣࡢᕷ比࡚突出࡞ࡣࢁࡇࡓࡋい

ࡿい࡚ࡋ㔜視ࢆ協働ࠖࡢ地域ࠕࠊࡕ伺ううࢆヰ࠾ࡃࡋヲࠊࡀࢁࡇࠋࡓい࡚ࡗࡷࡋࡗ࠾

いう特色ࡳࡀえ࡚ࠋࡓࡁ 

 

第 7節 感想 

 Ᏻࡣ私ࡀࡕࡓ生活ࡿࡍうえ࡛㔜要࡞㛵心࡛あࠋࡿ調査あ࡚ࡗࡓ自ศࡢఫ࡛ࢇいࡿ地

域ࡢ防犯ࡘい࡚思い出ࠊࡾࡓࡋ西東京ᕷ比較ࠊ࡚ࡗࡼࡇࡿࡍࡾࡓࡋᏳࡢ㔜要性ࢆ

再確ㄆࠕࠊࡔࡓࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍᏳࡼࡀいࠖ答えࡓ人ࡀういࡓࡗ人ࡢ࡞想像ࡢࡿࡍ

 ࠋࡓࡋⱞ労ࡇࡿ࡚ࡓࢆ仮ㄝࠊࡃࡋ㞴ࡀ

 回ࡢ調査ࢆ通ࠊ࡚ࡋ限ࡓࢀࡽ㈈源࡛࡞ࡢ地域ࡢᏳࢆ良ࠊࡣࡵࡓࡿࡍࡃ行政ఫ民

ఫ民ࠊࡤࢀ࡞活Ⓨࡀ地域活動࡚ࡋ環୍ࡢࡑࠋࡓࡗわࡀࡇいうࡿ㔜要࡛あࡀ協力ࡢ

愛ఫ民ࠊࡣࡳ組ࡾྲྀࡿࡍ対Ᏻࠊࡕわ࡞ࡍࠋうࢁࡔࡿ࡞い街ࡍࡸࡳఫࡾࡼࠊ࡚ࡗ

 ࠋうࡼいえࡿあ࡛ࡢࡶ࡞必要ྍḞ街ࡿࢀࡉ

 

  

 

乗検ᐃ࡛᭷意確率࢝* p<0.05 

31.4%
24.5%

29.7% 27.3%

8.6%

23.0%

69.9%
84.9%

0.0%

50.0%

100.0%

女性

䛾う䛱

男性

䛾う䛱

未婚者

䛾う䛱

既婚者

䛾う䛱

*そ䜜以外

䛾う䛱

良い䛾䛿

治安䛾う䛱

*そ䜜以外

䛾う䛱

良い䛾䛿

治安䛾う䛱

良い䛸こ䜝䛿治安

䛸いう人䛾比率

良い䛸こ䜝䛿住民䛾質

䛸いう人䛾比率

生活䛻満足䛧䛶い䜛人

䛾比率



17 

第 2章 幸せࣃࡢーࢼࢺー 

―誰いࡁࡿ幸ࢆࡏ感ࡢࡿࡌ― 

 

梅川春奈㸦班長㸧 

加藤元気㸦Ⓨ送ࠊ入力担当㸧ࠊ齊藤優姫㸦ศ析担当㸧ࠊ柳梨紗㸦調査票担当㸧 

 

第 1節 問題関心 

 大石繁宏ࠗ幸ࢆࡏ科学ྂࠊࡤࢀࡼ࠘ࡿࡍ代ࡢࢩࣜࢠ哲学者ࠊࡣࢫࣞࢸࢺࢫࣜ人生ࡢ

最終目的ࡣ幸࡛ࡏあࠊࡾ人間以እࡢ動物ࡣ幸࡞ࡏ生涯ࢆ送࡚ࡗいࡣࡿいえ࡞いࠋࡓࡋ幸

 ࠋࡔࡢ࡞࣐࣮ࢸࡢ永遠࡚ࡗ人間ࠊࡣࡏ

 ෆ㛶府ࠕ国民生活選好ᗘ調査ࠖࠊࡤࢀࡼ現ᅾࡢ幸ࢆࡏ ࡽ0 ࡢ10 11段階࡛表ࠊࡍ日

ᮏ人ࡢ幸ࡣࡏ 2011ᖺᖹ均 6.41࡛あ2009ࠋࡓࡗᖺࡣ ࡣ2010ᖺࠊ6.47 6.46࡛あࡸࡸࠊࡾపୗ

 ࠋࡿう࡛あࡼࡿい࡚ࡋᏳᐃࡣ幸福感ࡢ日ᮏ人ࠋࡓࡗ࡞ࢀࡽ見ࡣ変࡞ࡁ大ࠊࡢࡢࡶࡓࡋ

ࠊࡣࡕࡓ私࡛ࡇࡑࠋうࢁࡔࡢࡿい࡚ࡌ感ࢆࡏ幸ࡿい⥴୍人࡞うࡼࡢࡣ人ࠊࡣ࡛ 

以ୗࡢ仮ㄝࠋࡓ࡚ࡓࢆ 

 

 仮ㄝ 1：女性ࠊ食ࡸ掃除࡞身ࡢ回ࢆࡇࡢࡾ行う୍ࠊ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇ人࡛いࡿ

人୍ࠊ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇいࡓࡾࡸࠊࡃ多ࡀ時間࡞⏤自ࠊᮍ婚者ࠋうࢁࡔࡿࡌ感ࢆࡏ幸

࡛いࡿ幸ࢆࡏ感ࢁࡔࡿࡌうࠋ 

 

 仮ㄝ 2： ୍人࡛いࡿ幸ࢆࡏ感ࡿࡌ人ࠊ自ศࡢ時間ࢆ優先ࡓࡏࡉいࠊࡵࡓ人い࡚

ࡀࡇ࡞ࡁ好࡛ࢫ࣮࣌ࡢ自ศࠊ人ࡿࡌ感ࢆࡏ幸ࡿ人࡛い୍ࠋうࢁࡔい࡞ࡌ感ࢆࡏ幸ࡶ

 ࠋうࢁࡔࡿい࡚ࡋ満足生活ࠊ࡛ࡢࡿࡁ࡛

 

第 2節 集計結果 

 問 6 配偶者以እࠊࡽ༢純㞟計表ࠋࡓࡋい࡚質問ࡘࡿࡌ感ࢆࡏ幸ࡁࡿい誰ࠊ࡛

 
 

メンࣂー ンࢱビュー調査 映画館内カフ࢙ 
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ࡃ多ࡶ最ࡀ人࡞ࡏ幸ࡿい家族ࡢ 65.3％いࠋࡓ⥆い࡚ࠊ配偶者いࡿ幸ࡔࡏ感ࡿࡌ人

ࡀ ࡣ人ࡿࡌ感ࡔࡏ幸ࡿい人ࠋࡓࡗ多59.0％ 58.4％いࠋࡓいࡱࡗう୍ࠊ人࡛いࡿ

ࡀ人ࡿࡌ感ࡔࡏ幸ࡁ 38.0％いࠋࡓ 

 配偶者以እࡢ家族ࡸ配偶者いࡿ幸ࡔࡏ感ࡿࡌ人ࠊ人い࡚幸ࡔࡏ感ࡿࡌ人ࡣண

想通ࡾ多ࠋࡓࡗ梅川ࡶᬑ段୍人࡛過ࡣࡇࡍࡈ好ࡣ࡛ࡁあ୍ࠊࡀࡿ人࡛い࡚幸ࡔࡏ感ࡌ

 ࠋࡓࡗࡔ意እࠊࡃ多ࡾࡼࡓい࡚ࡗ思ࡀ人ࡿ

 

第 3節 原因ࡢ分析 

 第୍୍ࠊ人࡛いࡁࡿ幸ࢆࡏ感ࠊࡣࡢࡓࡌ女性ࡢうࡕ ࡕうࡢ男性ࠊ45.5％ ࡗࡔ29.7％

女性ࠊࡣࡕࡓ私ࠋࡓࡌ感ࢆࡏ幸᭷意ࡁࡿ人࡛い୍女性ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓ

ࡿࡌ感ࢆࡏ幸ࡁࡿ人࡛い୍ࠊࡵࡓい࡞ࡌ感ࢆ⏤自࡚ࡁ自ศ࡛࡛ࢆࡇࡢࡾ回ࡢ身

ࡅཷ࡚ࡋ環୍ࡢ授業ࢆ検ᐃࡢ調理ࡸ被服ࠊ女子高出身࡛ࡣ柳ࠋࡓࡋண想い࡞ࡣ࡛ࡢ

 ࠋࡿあࡀ経験ࡓ

 第୍ࠊ人࡛いࡁࡿ幸ࢆࡏ感ࠊࡣࡢࡓࡌᮍ婚者ࡢうࡕ ࡕうࡢ既婚者ࠊ46.5％ 34.3％

ࡣᮍ婚者ࠋࡓࡌ感ࢆࡏ幸᭷意ࡁࡿ人࡛い୍ᮍ婚者ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ

既婚者比自⏤࡞時間ࡀ多ࡓࡾࡸࠊࡃいࡼࡢࡇࡵࡓࡿࡁ࡛ࡀࡇう࡞結果ࢁࡔࡢࡓࡗ࡞

うࠋ既婚者୍ࠊࡣ人࡛いࡶࡾࡼࡁࡿ家族過ࡾࡼࡁࡍࡈ幸ࢆࡏ感ࡼࡿࡌうࠋࡔ以ୖ

仮ㄝࠊࡽ  ࠋࡓࢀࡉ支持ࡣ1

 

第 4節 結果ࡢ分析 

 第୍ࠊ人いࡁࡿ幸ࢆࡏ感ࡿࡌ人୍ࠊࡣ人࡛いࡁࡿ幸ࢆࡏ感ࡿࡌ人ࡢうࡕ

ࡕうࡢい人࡞う࡛ࡑࠊ60.7％ ࢆࡏ幸ࡁࡿ人࡛い୍ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ44.7％

感ࡿࡌ人ࠊ人いࡁࡿ᭷意幸ࢆࡏ感ࡣࢀࡇࠋࡓࡌ仮ㄝࡣ逆ࡢ結果࡛あࠋࡓࡗ

୍人࡛いࡁࡿ幸ࢆࡏ感ࡿࡌ人୍ࡣ人ࡢ時間ࡀࡅࡔ大ษࡔ思࡚ࡗい࡞ࡣ࡛ࡢࡿい思

ࡌ感ࢆࡏ幸ࡶ人࡛い୍࡚ࠋࡔうࡼࡿ考え࡚いࡔい大ษࡽࡃࡌྠࡶ時間ࡿい人ࠊࡀࡓࡗ

問 6 あࡣࡓ࡞、誰いࡁࡿ幸せを感ࡌまࡍ㸦○ࡣいくつ࡛ࡶ㸧 

 

65.3%

58.4%

50.3%

38.0%

19.2%

13.6%

12.7%

10.1%

1.0%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

配偶者以外䛾家族

配偶者

友人

一人䛷い䜛時

ペット

恋人

親戚

事䛾同僚

そ䛾

誰䛸䜒幸せを感䛨䛺い
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 ࠋうࢁࡔࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡌ感ࢆࡏ幸ࡽࡉࡣࡁࡿい人ࠊࡽࡔࡢࡿࢀࡽ

 第ࠊ生活満足࡚ࡋい୍ࠊࡣࡢࡓ人࡛いࡁࡿ幸ࢆࡏ感ࡿࡌ人ࡢうࡕ う࡛ࡑࠊ80.0%

ࡕうࡢい人࡞ 問ࡣ㸦生活満足ࡓࡗࡔ71.2% 13 ࡛現ᅾࡢ生活ࡘい࡚2ࠊ 1ࠊ満足ࡸࡸ 非常

満足ྜࡢ計㸧࢝ࠋ乗検ᐃࡢ結果୍ࠊ人࡛いࡁࡿ幸ࢆࡏ感࡚ࡌいࡿ人ࢀࡑࠊࡶ以እࡢ人

㐪ࡓࡲࡣ生活満足ࠊࡣࡏ幸ࡿࡌ感ࡁࡿ人࡛い୍ࠋࡓい࡚ࡋ満足い生活ࡽࡃࡌྠࠊࡶ

うࢁࡇあࢁࡔࡢࡿうࠋ以ୖࠊࡽ仮ㄝ  ࠋࡓࡗ࡞ࢀࡉ支持ࡣ2

 

第 5節 フールࢻ調査 

 2014 ᖺ 12 ᭶ࠊ加藤ࡀ武蔵境ࡢ焼肉ᒇ୍人࡛いࢻ࣮ࣝࣇࠊࡁ調査ࢆ実施୍ࠋࡓࡋ人

࡛焼ࡁ肉行ࡣࡢࡃ初࡛ࡇࡢ࡚ࡵあࠋࡓࡗ୍ࡶ人焼肉࡚ࡋࢆいࡿᐈࡣ多ࡓࡗ࡞ࡣࡃ

ࡗ༳象的࡛あࡀࡢࡓࡗ多男性ᐈࡢ50代ࠊࡣࡢࡿい࡚ࡋࢆ人焼肉୍ࠋࡓいࡣࡇࡿいࠊࡀ

ࡽ周ᅖࠊࡣࡢࡿ人࡛食୍ࠊ中ࡿいࡀᐈࡿい࡚食ࡕࡓ人ࡸ家族ࠊ࡚ࡗ加藤ࠋࡓ

気ࢀࡑࠊࡣ࡚ࡋᮏ人ࡿい࡚食ࠊいえࡣࠋࡓࡗい雰ᅖ気࡛あࡋ寂࡞࡞ࡿࡍ

 ࠋࡓࡗࡔࡢࡶい࡞ࡽ࡞

 

第 6節 ンࢱビュー調査 

 2014 ᖺ 11 ᭶ࠊ都ෆࡢ映⏬館ෆ併設ࠊ࡚࢙ࣇ࢝ࡿࡍ店員ࡢ T 人୍࡛実㝿ࠊࢇࡉ

ࡓい࡚ࢀ訪ࢆ࢙ࣇ࢝ Aࢇࡉン࣮ࣗࣅࢱ調査ࢆ実施ࠋࡓࡋTࠊࢇࡉAࡶࡣࢇࡉ 20代女

性࡛あ࢙ࣇ࢝ࠋࡓࡗෆ࡚終始和࡞ࡸ雰ᅖ気࡛行わࠋࡓࢀ 

 

 柳୍ࠕ人࡛࢙ࣇ࢝訪ࡿࢀ方࡚ࡗ多いࡻࡋ࡛ࡢう？ࠖ 

 店員 T 前あࡿ࡞ኤ方ࡽ朝ࡢᖹ日ࠋࡡࡍࡲ結構いࡣᐈ様࠾ࡿࢀࡽ人࡛来୍ࡣᖹ日ࠕࢇࡉ

方ࡿࡷࡋࡗࡽい恋人ࡸ人ࡾࡼ方ࡢ人୍ࡣ࡚ࡅ夜ࡽኤ方ࠋࡼࡍ多い࡛ࡃࡣࡾࡓ

ࡽ人࡛来୍ࠊࡃ多ᅽ倒的ࡀ方ࡿࢀࡽ来誰࡞人ࡸ家族ࡣ休日あࠋࡅࡍ多い࡛ࡀ

 ࠖࡡࡍい࡛࡞ࡅ見ࡾࡲあࡣ方ࡿࢀ

 柳୍ࠕ人࡛利用ࡿࡍ女性ࡢ方ࠊࡣ男性比࡚多いࡼう感ࡍࡲࡌ？ࠖ 

 店員 T ࡗࡼ期間ࡣ࡛࢙ࣇ࢝ࡢࡇࡇࠋࡍい࡛࡞ࡣࡇࡓࡌ感多いࡀ方ࡢ特ู女性ࠕࢇࡉ

࡚映⏬作品ࢩ࣮ࣞ࣎ࣛࢥョンࡢࡑࠊ࡛ࡢࡿࡍ時ࡢ作品࡚ࡗࡼ変わࠖࡍࡲࡁ࡚ࡗ 

 柳ࡌྠࠊࡣ࡛ࢀࡑࠕ女性୍ࠊ࡚ࡋ人࡛ࢆ࢙ࣇ࢝利用࡚ࡋいࡿ女性ࡢ方ࢆう思いࡍࡲ

 ࠖ？

 店員 T ࡁ好ࠊ࡛ࡢ࡞ࢇࡀᐈ様࠾ࡿࢀࡉ鑑賞ࡶ⏬映共利用ࡢ࢙ࣇ࢝ࡣࡇࡇࠕࢇࡉ

ࡁ᭷効活用࡛ࢆ時間ࡢ自ศࠊࡿ見ࢆࡢࡿい࡛㡬い࡚いࢁࡘࡃ࡛࢙ࣇ࢝間ྜࡿ観ࢆ⏬映࡞

࡚いࡑう࡛⩎ࡋࡲい࡛ࡶ࡚ࠋࡍ気࡛ࡲࡲ素ᩛࡔ思いࠖࡍࡲ 

 

 柳୍ࠕ人࡛いࡿ時幸ࢆࡏ感ࡍࡲࡌ？ࠖ 

 利用ᐈ Aࡣࠕࢇࡉいࠋ㐩いࡿ時ࢇࢁࡕࡶࠊࡶ幸ࢆࡏ感ࡋࡍࡲࡌ楽ࡋいࠊࡀࡍ࡛ࡢあࡲ

ࡣࡲࡓࡽࡔࠋࡍ࡛ࢇうࡲࡋ࡚ࢀ疲ࠊࡎࡽ࡞ࡣ࡚ࡃ࡞ࡏわྜࢆࢫ࣮࣌ࡿいࡾࡤ人ࡾ
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୍人࡛いࡓいࠖࡍ࡛ࢇ 

 柳ࠕ映⏬ࢆ観ࡓあࠊ感想ࢆ࡞言いྜࢇࡏࡲࡾ࡞ࡃࡓࡋࡾࡓࡗ？ࠖ 

 利用ᐈ Aࠕࢇࡉ私ࡢ場ྜ୍ࡣ人࡛映⏬ࢆ観࡚ࡶ感想࣭ࣝࣕࢩ࣮ࢯࡢ࡞࣮ࢱࢵࢶࡣ࡞

 ࠖࡍࡲい࡚ࡋ用い࡚共᭷ࢆࢹ࣓

 

࡚ࡋ設置ࡶ࡞席ࡢ人用୍ࠊうࡼࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ入ࡃ࡞ࡡ気兼ࡶ人୍࡛ࡣ࡛࢙ࣇ࢝ࡢࡇࡇ 

いࡿいう୍ࠋ人࡛ࡢ利用ᐈࡣᖹ日ࡢ朝ࡽኤ方࡚ࡅ最ࡶ多いいうࠊ ࡽࡇࡢ人

ኤࡢᖹ日ࡸ休日ࡓࡲࠋࡓࡗศࡀࡇࡿい࡛ࢇࡋ人࡛楽୍ࢆい時間帯ࡃࡏわྜࢆணᐃࡣ

方以降いࡢࢀࡒࢀࡑࡓࡗ用ࡀ終わࡾ㞟ࡍࡸࡾࡲい時୍ࠊࡣ人࡛ࡃ࡞ࡣ誰過࡚ࡋࡈ

いࡀࡇࡿศࠋࡓࡗン୍ࠊ࡛ࡆ࠾ࡢ࣮ࣗࣅࢱ人࡛いࡿ人ࡣ㐩いࡿ時ࡶ幸ࢆࡏ感

 ࠋࡓࡗ良࡚ࡁ࡛ࡶࡇࡃ聞ࢆヰࡢいう実㝿ࡿࡌ

 

第 7節 感想 

 私୍ࠊࡣࡕࡓ人࡛いࡁࡿ幸ࡔࡏ感ࡿࡌ人ࡧ焦Ⅼࢆあ࡚࡚調査ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ仮

ㄝࡿ࡚ࡓࢆ段階࡛ࢆࡾࡦࠊࡣ選ࡪ人ࡣ周ྜࡾわ࡚ࡏ行動ࡀࡇࡿࡍⱞ手࡞人物像ࢆ想ᐃ

 ࠋࡓい࡚ࡋ

ࠊࡣ人ࡿࡌ感ࢆࡏ幸ࡁࡿ人࡛い୍ࠋࡓࡗ࡞ࡣう࡛ࡑࡿࡳ見࡚ࢆ調査結果ࠊࡋࡋ 

人いࡿ時間ࡽࡃࡌྠࡶい大ษࡔ考え࡚いࠊࡋࡿン୍ࡣ࡛࣮ࣗࣅࢱ人࡛映⏬ࢆ観࡚ࡶ

感想࡛ࢹ࣓࣭ࣝࣕࢩ࣮ࢯࢆ共᭷࡚ࡋいࡿいうࡀࡇศࠋࡓࡗ齊藤࣋ࠊࡶンࣛࡸࢺ

ࢯࠋ思ううࡼࡿい࡚ࡁ࡛ࡀࡇࡴࡋ楽ࡽࡉࠊ࡛ࡇࡿࡍⓎ信࡛࣮ࢱࢵࢶࢆ感想ࡢࣈ

 ࠋい࡞ࢀࡋࡶࡢࡿい࡚ࡁ࡚ࡗ変わࡀ意味ࡢ人୍ࠖࠕࠊ現ᅾࡓࡋⓎ㐩ࡀࢹ࣓࣭ࣝࣕࢩ࣮

 

 

  

 

乗検ᐃ࡛᭷意確率࢝* p<0.05 

45.5%

29.7%

46.5%

34.3%
44.7%

60.7%
71.2%

80.0%

0.0%

50.0%

100.0%

*女性

䛾う䛱

男性

䛾う䛱

*未婚者

䛾う䛱

既婚者

䛾う䛱

*そ䜜以外

䛾う䛱

一人䛷

幸せ䛺

人䛾う䛱

そ䜜以外

䛾う䛱

一人䛷

幸せ䛺

人䛾う䛱

一人䛷い䜛時䛻

幸せ䛺人䛾比率

友人䛸い䜛䛸幸せ䛺人

䛾比率

生活䛻満足䛧䛶い䜛人

䛾比率



21 

第 3章 ࢺࢵ࢚ࢲ 

 ―ࡿあࡀࡇࡓࡋࢆ࡞ࡵࡓࡢࢺࢵ࢚ࢲ―

 

金子㔛㸦班長㸧 

大竹礼華㸦Ⓨ送ࠊ入力担当㸧ࠊ杉山美㸦ศ析担当㸧ࠊ濵彩華㸦調査票担当㸧 

 

第 1節 問題関心 

 ᾏ㔝弘ࠗ Ṕྐࡢࢺࢵ࢚ࢲ ࠊࡣࡢࡓࡵ始ࡾࡀ広ࡀいう言葉ࢺࢵ࢚ࢲ日ᮏ࡛ࠊࡤࢀࡼ࠘

1950ᖺ代以降ࡢ高ᗘ経済成長期ࡔいうࠋ物流ࡣⓎ展ࡀࡢࡶࠊࡋ溢ࠊࢀ暮ࡣࡋࡽ豊ࠊࡾ࡞

人ࡢࡧ食欲ࡶ旺盛ࠋࡓࡗ࡞欧米諸国ࡢࡽࢀ男性ࡣ筋肉質ࠊࢆ女性ࡣ曲線的ࣝࢩ࡞

い࡚ࡗ࡞自己表現ࠊ࡚ࡋࡢࡶࡿࡁ࡛࣮ࣝࣟࢺンࢥࡣ身体࡚ࡋうࡇࠋࡓࡋ理想ࢆࢺࢵ࢚

 ࠋࡓࡋᐃ着ࡾ࡞࣒࣮ࣈࡀࢸࢫ࢚ࢺࢵ࢚ࢲ後ࡢࡑࠋࡓࡗ

 厚生労働省 2014ᖺᗘࠕ健康意識㛵ࡿࡍ調査ࠖࠊࡤࢀࡼ自ศ自身ࡢ体型ࡘい࡚ࡻࡕࠕ

うࡼいࠖ思࡚ࡗいࡿ人ࡀ 46.3％࡛あࡢࡿ対ࠕࠊ࡚ࡋኴࡾ気味࡛あࠖࡿ思࡚ࡗいࡿ人ࡀ

ࡀࠖࡿ気味࡛あࡏ痩ࠕࠊ40.8％ 12.9％いࠋࡓ 

健康ࡢ現ᅾࠊ結果ࡢࡑࠋうࢁࡔࡢࡿい࡚ࡋࢆࢺࢵ࢚ࢲ࡞うࡼࡢࡣࡧ人ࠊࡣ࡛ 

 ࠋࡓ立࡚ࢆ仮ㄝࡢ以ୗࠊ࡛ࡇࡑࠋうࢁࡔࡢࡿえ࡚いࢆ影響࡞うࡼࡢ

 

 仮ㄝ 1：女性ࠊ甘いࡀࡢࡶ好ࡎࡲࡵࡓࡿࡍࢆࢺࢵ࢚ࢲࠊ࡛ࡢ࡞ࡁ甘いࢆࡢࡶ控え

ࡿ控えࢆࡢࡶ甘いࠊࡵࡓࡿࡍうࡼࡋࢆࢺࢵ࢚ࢲࡎࡅࢆ金࠾ࠊ既婚者ࠋうࢁࡔࡿ

 ࠋうࢁࡔ

 

 仮ㄝ ࡿࡵ求ࢆ効果ࢺࢵ࢚ࢲࡿ࡞ࡽࡉࠊ人ࡿ控えࢆࡢࡶ甘いࡵࡓࡢࢺࢵ࢚ࢲ：2

ࡢ健康ࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ美容ࠊ人ࡿ控えࢆࡢࡶ甘いࠋうࢁࡔࡍࡽ減ࡶ食㔞ࡢ全体ࠊࡵࡓ

㛵心ࡶ高ࠊࡵࡓࡿࡲ健康ࢁࡔࡿ࡞うࠋ 

 

 
 

メンࣂー ンࢱビュー調査 ヘルࢩーࢻ࡞ーࢶࢼ 
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第 2節 集計結果 

 問 全ࡣࡵࡓࡢࢺࢵ࢚ࢲࠊࡽ༢純㞟計表ࠋࡓࡋい࡚質問ࡘ経験ࡢࢺࢵ࢚ࢲࠊ11࡛

体ࡢ食㔞ࢆ控えࡿ人ࡶࡗࡶࡀ多ࡃ 56.8％いࠋࡓ⥆い࡚ࠊᐃ期的㐠動ࡿࡍࢆ回答ࡓࡋ

人ࡀ ࡀ行う人ࢆ散歩ࠊ39.3％ ࡣ人ࡿ控えࢆࡢࡶ甘いࠋࡓࡗࡔ34.4％ ࠾ࠊ方୍ࠋࡓࡗࡔ31.2％

金ࡼࡿࡅࢆうࣃࢫࠊࢼ࢘ࢧࠊ࡞行ࡃいう人ࡣ ࡣ人ࡿࡍࢆࢸࢫ࢚ࠊࢪ࣮ࢧࢵ࣐ࠊ6.5％

 ࠋࡓࡗ࡞少7.8％

 食ࡢ㔞ࢆ減ࡍࡽ人ࡀ多いࡣࡢ想像通ࠋࡓࡗࡔࡾ杉山ࡶ甘いࢆࡢࡶ控えࠊ食㔞ࢆ減ࡋࡽ

 ࠋࡿあࡀࡇࡓ

 

第 3節 原因ࡢ分析 

 第୍ࠊ甘いࢆࡢࡶ控えࠊࡣࡢࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆࢺࢵ࢚ࢲࡿ男性ࡢうࡕ ࡕうࡢ女性ࠊ16.5%

ࡗ࡞ࡇ࠾᭷意ࢆࢺࢵ࢚ࢲࡿ控えࢆࡢࡶ甘い女性ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ43.2%

࡚いࠋࡓ私ࠊࡣࡕࡓ女性甘いࢆࡢࡶ好ࢆࡽࢀࡑࡎࡲࡵࡓࡿࡍࢆࢺࢵ࢚ࢲࠊ࡛ࡢࡴ控

えࡿண想ࠋࡓࡋ確ࡢࡇ班ࡢ女性࣓ンࡶ࣮ࣂ甘いࡀࡢࡶ好ࢆࡽࢀࡑࠊ࡛ࡁ控えࡓ経験ࡀ

あࠋࡓࡗ金子ࠊࡣ人࠾菓子ࢆ勧࡚ࡋࢆࢺࢵ࢚ࢲࠕࠊࡀࡓࡵいࠖࡽࡿいう理⏤࡛断ࡽ

 ࠋࡿあࡀࡇࡓࢀ

 第ࠊ女性甘いࢆࡢࡶ控えࠊࡣࡢࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆࢺࢵ࢚ࢲࡿᮍ婚者ࡢうࡕ ࠊ22.8%

既婚者ࡢうࡕ ࢺࢵ࢚ࢲࡿ控えࢆࡢࡶ甘い既婚者ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ35.6%

ࡿࡍうࡼࡋࢆࢺࢵ࢚ࢲࡎࡅࢆ金࠾ࠊ既婚者ࡣࡕࡓ私ࠋࡓい࡚ࡗ࡞ࡇ࠾᭷意ࢆ

ࡢ節約健康ࡶ両親ࡢ大竹ࠋࡓࡋண想ࡿࡵ始ࡽࢺࢵ࢚ࢲࡿ控えࢆࡢࡶ甘いࡎࡲࠊࡵࡓ

仮ㄝࠊࡽ以ୖࠋࡓい࡚ࡗ࡞ࡇ࠾ࢆࢺࢵ࢚ࢲࡿ控えࢆࡢࡶ甘いࡎࡅࢆ金࠾ࠊࡵࡓ 1

 ࠋࡓࢀࡉ支持ࡣ

 

問 11 あࡣࡓ࡞こࢀま࡛、ࡓࡋ࡞、ࡵࡓࡢࢺࢵ࢚ࢲこࡀあࡾまࡍ㸦○ࡣいくつ࡛ࡶ㸧 

 

56.8%

39.3%

34.4%

31.2%

26.9%

21.1%

13.3%

7.8%

6.5%

2.6%

19.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

食事䛾量をひ䛛え䜛

定期的䛻運動

散歩

甘い䜒䛾をひ䛛え䜛

食事䛛䜙䛾炭水化物をひ䛛え䜛

サプ䝸䝯ント

䛚酒をひ䛛え䜛

マッサー䝆、エ䝇テ

サウナ、䝇パ

そ䛾

䛺䛻䜒䛧䛯こ䛸䛜䛺い
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第 4節 結果ࡢ分析 

 第୍ࠊ食㔞ࢆ控えࡀࡇࡓࡋࢆࢺࢵ࢚ࢲࡿあࠊࡣࡢࡓࡗ甘いࢆࡢࡶ控えࡓ人ࡢうࡕ

ࡕうࡢい人࡞う࡛ࡑࠊ78.1% ࢵ࢚ࢲࡿ控えࢆࡢࡶ甘いࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ47.2%

甘ࠋࡓい࡚ࡗ࡞ࡇ࠾᭷意ࢆࢺࢵ࢚ࢲࡿ控えࢆ食㔞ࠊ人ࡿあࡀࡇࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆࢺ

いࢆࡢࡶ控え࡚ࠊࡶ全体ࡢ食㔞ࡀ多ࡢࢺࢵ࢚ࢲࡤࢀࡅ効果ࡣ望࡞ࡵいࡼࡢࡇࠊ࡛ࡢう࡞

結果ࡣࡢࡓࡗ࡞自然ࢁࡔうࠋ 

ࡕうࡢ人ࡓ控えࢆࡢࡶ甘いࠊࡣ人࡞現ᅾ健康ࠊ第ࡀࢁࡇ  うࡢ人ࡢ以እࢀࡑࠊ39.6%

ࡕ 問ࡣ㸦健康ࡓࡗࡔ43.9% ࡀ健康状態ࡢ現ᅾ࡛9 4良いࡶ࡚5ࠊ良いྜࡢ計㸧࢝ࠋ乗

検ᐃࡢ結果ࠊ甘いࢆࡢࡶ控えࢺࢵ࢚ࢲࡿ経験者ࡑࡶう࡛࡞い人ࡽࡃࡌྠࠊࡶい健康状態ࡀ

࡞ࢀࡋࡶࡵࡓࡓࡋ開始ࢆࢺࢵ࢚ࢲࠊࡀ人ࡿあࡢᏳ健康ࡶࡶࠋࡓい࡚ࡌ感いࡼ

いࠋ以ୖࠊࡽ仮ㄝ  ࠋࡓࢀࡉ支持部ศ的ࡣ2

 

第 5節 フールࢻ調査 

 2014ᖺ 5᭶ࠊ班員全員࡛西東京ᕷ保谷保健福祉総ྜࢭンࡢ࣮ࢱ健康課高齢者支援課࡛ࠊ

ࡊࡲࡉࡣ人ࡿࢀ訪健康課ࠊࢁࡇࡓ聞いࢆヰ職員ࡢ健康課ࠋࡓࡋ実施ࢆ調査ࢻ࣮ࣝࣇ

女性ࡿ来ࡁ聞ࢆࡇࡿࡍ㛵ẕ子保健ࠊ࡞各種健診ࡸண防接種ࠊࡀࡿいࡀ人ࡢᖺ齢࡞ࡲ

ࡿ来ࡁい࡚聞ࡘࢫࣅ࣮ࢧ高齢者ࡸ護保険ࠊࡣ高齢者支援課࡛ࠋࡓࡗࡔࡇࡢ多いࡀ

方ࡀ多いࡑうࠋࡔ保健福祉総ྜࢭンࠊࡣ࣮ࢱ私ࡕࡓ職員以እࢇ人ࡢ姿ࠊࡃ࡞ࡀ

静࡛ࢁࡇ࡞あࠋࡓࡗ 

 

第 6節 ンࢱビュー調査 

 2014ᖺ 10᭶ྜྷࠊ祥寺駅近ࢶࢼ࣮ࢻࡢࡃ店 A࡚従業員 Bࢇࡉン࣮ࣗࣅࢱ調査ࢆ実

施ࡢࡇࠋࡓࡋ店ࢆࢶࢼ࣮ࢻ࡞࣮ࢩࣝ࣊ࡣ主軸࡚ࡋいࠋࡿBࡣࢇࡉ 30代ࡢ女性࡛ࠊ店ෆ࡛ࡢ

 ࠋࡓࢀࡃ࡚ࡅཷࡁ引ࡃ快ࢆ࣮ࣗࣅࢱン

 

 金子ࠕᐈᒙࡘい࡚ࠊ男女差ࡸᖺ齢ᒙࢆ教え࡚ࡉࡔࡃいࠖ 

 B ࡢᐈ様࠾ࠕࢇࡉ 9 割ࡣ女性࡛ࠋࡍᖺ齢ᒙࡣ幅広い࡛ࠊࡀࡍ私ࡢ勤務࡚ࡋいࣛࡿンࢱࢳ

 ࠖࡡࡍ多い࡛ࡀ方ࡢ大人ࡾࡼ学生ࡣ࣒

 金子ࠕ子ࢆࡶ連࡚ࢀいࡿ方ࡶいࠖࡍࡲ 

 B 祥寺ྜྷࡣࢀࡇࠋࡍ多い࡛ࡶ方ࡢ高齢者ࡸࢇࡉẕ࠾ࡿ来⥴୍ࢇࡉ子࠾いࡉ小ࠕࢇࡉ

いう土地柄ࡶ㛵ಀ࡚ࡋいࠖࡡࢇࡏࡲࢀࡋࡶࡿ 

 濵ࠋࡿ࡞ࠕ健康気ࢆ付࡚ࡅい࠾ࡿᐈࡣࢇࡉ多い࡛ࠖࡍ 

 Bࡑࠕࢇࡉう࡛ࠊࡡࡍ商品ࢆ࣮ࣜࣟ࢝ࡢ聞࠾ࡃᐈࡶࢇࡉ稀いࠖࡍࡲ 

 杉山ࡼࡢࡑࠕう࡞方࡞࣮ࢩࣝ࣊ࡣ商品ࡳࡢ購入ࡻࡋ࡛ࡢࡿࡍうࠖ 

 B ࡢࡑࠊい࡚࡚ࡗࡲ決ࡀࡢࡶいࡓ食ࠊࡣࡾࡼいうࡪ選ࢆ商品࡚ࡗࡼ࣮ࣜࣟ࢝ࠕࢇࡉ

 ࠖࡍ様子࡛ࡓࡗいࡿい࡚ࡵ求ࢆࡉࡋい࠾ࡶࡾࡼ健康ࠋࡍ多い࡛ࡀ方ࡃ聞ࢆ࣮ࣜࣟ࢝
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ࠊࡀࡓ出ࡀいう結果ࡿ控えࢆࡢࡶ甘いࠊ既婚者ࡓࡲࠊ女性ࡣ調査࡛ࢺ࣮ࢣン 

実㝿ࡶン࣮ࣗࣅࢱ調査࡛裏付ࡼࡓࢀࡽࡅうࠊࡔࡓࠋࡓࡗࡔ健康ࢆ意識࡚ࡋいࡑう࡞人ࡀ

少࡞いいうࠊࡣࡢ意እࠋࡓࡗࡔ濵ࢶࢼ࣮ࢻࠊࡣ店 Aࢆ利用ࡀࡇࡓࡋあࣛࠊࡾン࣒ࢱࢳ

Ᏻࡵࡓࡢ子供ࠊࡣࡾࡼいうࡵࡓࡢ自ศࠋࡓࡗ多ࡀ姿ࡢẕ親ࡢࢀい子供連ࡉ小確ࡣ

心࡚ࡋ食ࡿࢀࡽኳ然素ᮦࢆ使ࢆࡢࡶࡓࡗ選࡛ࢇいࡿ人ࡀ多いࡼう感ࠋࡓࡌ 

 

第 7節 感想 

ࡔ࣐࣮ࢸいࡍࡸࡳࡋ親ࠊ࡛ࡢࡓࡗࡔࡢࡶ࡞身近ࡿあࡢࡇࡓࡋ経験ࡀࡕࡓ私ࡣࢺࢵ࢚ࢲ 

 ࠋࡓࡗ

ⱞ労ࡓࡋⅬࡣン࣮ࣗࣅࢱ調査ࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ時間࠾ࠊࡀ店ࡀ開店ࡢࡾࡤࡓࡋ時間࡛あࡗ

ࡀᐈ様࠾ࡶ後ࡢࡑࠋࡿあ࡛ࡇࡓࡗࡽ࡙ࡅࢆ声方ࡢ従業員ࡿ働い࡚いࡃࡋ忙ࠊࡵࡓࡓ

来ࡿンࡀ࣮ࣗࣅࢱ中断ࡲࡋ࡚ࡋうࠊ࡛ࡢンࡢ࣮ࣗࣅࢱ流ࢆࢀษ࡞ࡽいࡼうヰ㢟ࡘࢆ

 ࠋࡓࡗࡋ㞴ࡀࡢࡿࡆ࡞

 現ᅾࢺࢵ࢚ࢲ࡞ࡲࡊࡲࡉ方法ࡀあࠊࡀࡿ食生活ࡸ生活習慣ࡶ気ࢆ使うࡀࡇ大ษࡼ࡞

うࠋࡔ後ࠊࡣ私ࡶࡕࡓ健康的ࢆࢺࢵ࢚ࢲ࡞心࡚ࡅࡀいࡓࡁいࠋ 

 

 

 

 

  

 

乗検ᐃ࡛᭷意確率࢝* p<0.05 
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䛾う䛱

既婚者

䛾う䛱

*そ䜜以外

䛾う䛱

甘い䜒䛾

控え䜛

人䛾う䛱

そ䜜以外

䛾う䛱

甘い䜒䛾

控え䜛

人䛾う䛱

甘い䜒䛾を控え䛯人

䛾比率

食事量を控え䛯人

䛾比率

現在䛾健康状態䛜䜘い人䛾

比率
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第 4章 ンࢪ࢚ࢳング 

 ―ࡢࡿあࡀࡇࡓࡋࢆ࡞―

 

桒原紗織㸦班長㸧 

Ᏻ念綾香㸦Ⓨ送ࠊ入力担当㸧ࠊ仲澤桃子㸦調査票担当㸧ྂࠊ山尚貴㸦ศ析担当㸧 

 

第 1節 問題関心 

 小林裕美ࠗ自ศ࡛࡛ࡿࡁンࢪ࢚ࢳンࠊࡤࢀࡼ࠘ࢢンࢪ࢚ࢳンࠕࡣࢢᢠ加齢ࠖ

᭷ࠊࢢン࣮࢛࢟࢘ࠊࡸ食ࡓ用いࢆ機能性食品ࠊࡋ目的ࢆ健康ࡸ美容ࠋࡿいう意味࡛あ

酸素ࢽ࣮ࣞࢺンࡢ࡞ࢢ㐠動ࡀあࠊࡽࡉࠋࡿ近ᖺ࡛ࡣンࢪ࢚ࢳンࢆࢢ目的ࡓࡋ粧

品ࡀ多ࡽ࣮࣮࣓࢝ࡢࡃⓎ売࡚ࢀࡉいࠋࡿ 

ᕷࡢ基礎粧品ࡢ2011ᖺࠊࡤࢀࡼ意識ࠖࡿࡍ対ࢢンࢪ࢚ࢳンࡢ女性ࠕࢪ࣮ࢸン 

場規模ࡣ 1 兆 471 億࡛ࡢࡑࠊうࡕンࢪ࢚ࢳンࢢ粧品ࡣ 2,712 億࡛ ࠋࡓࡗࡔ25.9％

ࡕうࡢ女性ࢢンࢪ࢚ࢳン 興味ࡶࡗࡶࠊࡿࡳᖺ代ู࡛ࠋいうࡿあࡀ興味ࡀ78.6％

ࡣࡢࡿあࡀ 50代ࠊḟい࡛ 30代40ࠊ代ࠋࡓࡗࡔ 

ࡇࡑࠋうࢁࡔࡢࡿえ࡚いࢆ影響࡞うࡼࡢ意識ࡢࡧ人ࡀࢢンࢪ࢚ࢳンࠊࡣ࡛ 

 ࠋࡓ立࡚ࢆ仮ㄝࡢ以ୗࡣࡕࡓ私ࠊ࡛

 

 仮ㄝ 1：女性ࠊእ見気ࢆ遣うࠊ࡛ࡢンࢪ࢚ࢳンࡢࢢ粧品ࢆ使うࢁࡔうࠋ既婚

者ࠊ配偶者ࡵࡓࡢⱝ々ࡃࡋいࡓい思うࠊ࡛ࡢンࢪ࢚ࢳンࡢࢢ粧品ࢆ使うࢁࡔ

うࠋ 

 

 仮ㄝ ࡔいࡼࡀࢫࢡࢵࣝࠊ࡛ࡢࡿࢀ表ࡀ効果ࠊ使う人ࢆ粧品ࡢࢢンࢪ࢚ࢳン：2

 ࠋうࢁࡔࡿい࡚ࡋࢆ㐠動ࡢࡵࡓࡢࢢンࢪ࢚ࢳンࠊࡵࡓ思ういࡓࡾⱝ返ࡶ体ࠋうࢁ

 

  

メンࣂー フールࢻ調査 百貨店ࡢ化粧品売ࡾ場 
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第 2節 集計結果 

 問 興味ࢢンࢪ࢚ࢳンࠕࡽ༢純㞟計表ࠋࡓࡋい࡚質問ࡘࢢンࢪ࢚ࢳンࠊ12࡛

ࠖࡿあࡀ価値ࡇࡿࢆᖺࡶ大人࡛ࠕࠊい࡚⥆ࠋࡓ42.2％いࠊࡃ多ࡶ最ࡀいう人ࠖࡿあࡀ

ࡀ思う人 37.9％いࠕࠋࡓດ力ࡤࢀࡍᖺࡶ࡚ࡗࢆ衰え࡞いࠖ思う人ࡣ ンࠋࡓࡗࡔ32.7％

ࡣ使う人ࢆ粧品ࡢࡵࡓࡢࢢンࢪ࢚ࢳ ࡿい࡚ࡋࢆ㐠動ࡢࡵࡓࡢࢢンࢪ࢚ࢳンࠊ16.7％

人ࡣ  ࠋࡓࡗࡔ20.6％

ண想以ࠊࡣᏳ念ࠋࡓࡗ多ࡀ人ࡿい࡚ࡋ行動実㝿ࠊࡸ人ࡿあࡀ興味ࢢンࢪ࢚ࢳン 

 ࠋࡓ気付いࡇ多いࡀ人ࡿい࡚ࡗ持ࢆ姿勢࡞積極的ࡇࡿⱝ返ୖ

 

第 3節 原因ࡢ分析 

 第୍ࠊンࢪ࢚ࢳンࢢ粧品ࢆ使࡚ࡗいࠊࡣࡢࡓ男性ࡢうࡕ ࡕうࡢ女性ࠊ6.5％ 25.0％

ࠋࡓい࡚ࡗ使᭷意ࢆ粧品ࢢンࢪ࢚ࢳンࡀうࡢ女性ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ

私ࡢࡕࡓண想通ࠋࡓࡗࡔࡾ振ࡾ返ࡿࡳ࡚ࡗ桒原ࠊࡣ中学生ࡢ㡭ࡽ人影響ࡅཷࢆ粧

 ࠋࡓࡗ࡞いࡣ人࡞うࡼࡢࡑࡣ男子ࠊࡀࡓい࡚ࡋ周ᅖࢆヰࡿࡍ㛵美容ࠊࡾࡓࡋࢆ

 第ࠊンࢪ࢚ࢳンࢢ粧品ࢆ使࡚ࡗいࠊࡣࡢࡓ既婚者ࡢうࡕ ࡕうࡢᮍ婚者ࠊ20.6％

ࠋࡓい࡚ࡗ使᭷意ࢆ粧品ࢢンࢪ࢚ࢳン既婚者ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ7.9％

既婚女性ࠊࡣᮍ婚女性ࠕࡿࡣࡶࡾࡼኵࡵࡓࡢいࡶ࡛ࡲࡘⱝ々ࡃࡋ綺麗࡛いࡓいࠖい

う気持ࡀࡕ芽生えࡼࡿうࠋࡔᏳ念ࠊࡣ既婚者ࡢ人ࠊࡀ自ศࡌྠᖺࢪ࢚ࠕࡢ࡞ンࢢ

粧品ࢆ使用࡚ࡋいࠖࡿ聞いࡀࡇࡓあࠋࡿ以ୖࠊࡽ仮ㄝ  ࠋࡓࢀࡉ支持ࡣ1

 

第 4節 結果ࡢ分析 

 第୍ࠊ自ศࡼࡀࢫࢡࢵࣝࡢい思࡚ࡗいࠊࡣࡢࡓンࢪ࢚ࢳンࢢ粧品ࢆ使う人ࡢう

ࡕ ࡕうࡢい人࡞い࡚ࡗ使ࠊ47.1% 問ࡣࢫࢡࢵ㸦ࣝࡓࡗࡔ30.8％ 10࡛ 0最小～11最大ࡢうࡕ 6

以ୖࡢ回答者ࡢ比率㸧࢝ࠋ乗検ᐃࡢ結果ࠊンࢪ࢚ࢳンࢢ粧品ࢆ使う人ࢡࢵࣝࠊ

問 いࡣ○㸦ࡍまࡾまࡣあ࡚ࡀこࡢ以ୗࡣࡓ࡞つい࡚、あング㸦老化予防㸧ࢪ࢚ࢳン 12

くつ࡛ࡶ㸧 

 

42.2%

37.9%

32.7%

25.8%

20.6%

16.7%

16.0%

12.1%

12.1%

19.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

アンチエイ䝆ン䜾䛻興味䛜あ䜛

大人䛷䜒、年を䛸䜛こ䛸䛻価値䛜あ䜛䛸思う

努力䛩䜜ば、年を䛸䛳䛶䜒衰え䛺い䛸思う

自分䜘䜚若い世代䛸、䜘く話䛩

アンチエイ䝆ン䜾䛾䛯䜑䛾運動を䛧䛶い䜛

アンチエイ䝆ン䜾䛾䛯䜑䛾化粧品を使う

自分䜘䜚高齢䛾世代䛸、䜘く話䛩

アンチエイ䝆ン䜾䛾䛯䜑䛾食品を食䜉䜛

脳ト䝺やゲー䝮䛺䛹䛷、脳を鍛え䛶い䜛

䛹䜜䜒当䛶䛿ま䜙䛺い
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自信容姿ࡢ自ศࠊࢀ表ࡀ効果࡛ࡇ使うࢆ粧品ࢢンࢪ࢚ࢳンࠋࡓࡗࡼ᭷意ࡀࢫ

ࡍ使用ࠕࠊࡽࡓࡗ使ࢆ粧品ࢢンࢪ࢚ࢳンࡶẕࡢ実㝿ྂ山ࠋうࢁࡔࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇࡘ持ࢆ

ࡋⱝ々ࡶ服装ࡿ着ࠊう࡛ࡼࡓࡗ࡞ࡃࡿ明ࡶࡕ気持ࠋࡓい࡛ࢇ喜ࠖࡓࢀ࡞綺麗ࡶࡾࡼ前ࡿ

いࡢࡶ変わࠋࡓࡗ 

 第ࠊンࢪ࢚ࢳンࡢࡵࡓࡢࢢ㐠動࡚ࡋࢆいࠊࡣࡢࡓンࢪ࢚ࢳンࢢ粧品ࢆ使う

人ࡢうࡕ ࡕうࡢい人࡞い࡚ࡗ使ࠊ33.3％ ࢪ࢚ࢳンࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ18.0％

ンࢢ粧品ࢆ使う人ࠊンࢪ࢚ࢳンࡢࡵࡓࡢࢢ㐠動ࢆ᭷意࡚ࡗ࡞ࡇ࠾いࠋࡓእ見

自信ࡀ出࡚ࡽࡉࠊࡿࡃෆ側ࡶࡽ綺麗ࡓࡾ࡞い思うࢁࡔࡢうࠋ仲澤ࡢ祖ẕࠊࡣ老

ࡎࡽ࡞病気࡛ࡲ96ṓࠊ結果ࡢࡑࠋࡓい࡚ࡋ独学࡛挑戦ኴ極拳いࡓࡵ食いṆࡶ࡛ࡋ少ࢆ

元気生涯ࢆ終えࡾࡼࠊࡶࡽࡇࡢࡇࠋࡓ健康的ࡵࡓࡿ࡞㐠動ࠊࡀࡇࡿࡍࢆ私ࡕࡓ

仮ㄝࠊࡽ以ୖࠋࡔうࡼࡿい࡚ࡋᾐ透ࡶ間࡛ࡢ  ࠋࡓࢀࡉ支持ࡣ2

 

第 5節 フールࢻ調査 

 2014ᖺ 10᭶ࠊ班員全員࡛東急ⓒ㈌店ྜྷ祥寺店࡛ࢻ࣮ࣝࣇ調査ࢆ実施1ࠋࡓࡋ階ࡢ粧

品売ࡾ場ࠊࡣᖹ日午前ࡶわ࡛ࡍࠊࡎࡽ女性ᐈࡀ各店舗 2～3人いࠋࡓ㈍売ࡋ

࡚いࡀࡢࡶࡿ粧品࣓ࣜࣉࢧࡸンࢺいうࡶࡇあࠊࡾ店ෆ入ࡣࡢࡿࡃ࡚ࡗ女性ᐈࡀ

ࡶ店舗࡛ࡢࠊい࡚࡚ࢀࡉ㈍売ࡀ粧品ࡢࢢンࢪ࢚ࢳン店舗࡛ࡢ࡚ࡍࠋࡓࡗあ࡛ࢇ

売ࢀ筋商品࡚ࡋ大ࡃࡁᐉ伝࡚ࢀࡉいࠋࡓ 

 

第 6節 ンࢱビュー調査  

 2014ᖺ 10 ᭶ࠊ東京都ෆあࡿ粧品ᑓ門店ࡢ従業員 Aࠊࢇࡉン࣮ࣗࣅࢱ調査ࢆ実

施20ࠋࡓࡋ代ࡢ女性࡛あࠋࡓࡗ勤務中࡛店ෆࠊ数ྡ࠾ࡢᐈ様ࡶいࠊࡵࡓࡿンࡣ࣮ࣗࣅࢱ

10ศ࡛終わࠋࡓࡏࡽ忙ࡋい中ࠊAࡣࢇࡉ私ࡢࡕࡓ質問ࡘࡦࡘࡦ寧答え࡚ࢀࡃ

 ࠋࡓ

 

 Ᏻ念ࠕンࢪ࢚ࢳンࡢࢢ粧品ࢆ購入ࡿࢀࡉ方ࡢᖺ齢ᒙࢆ教え࡚いࠖࡍࡲࡅࡔࡓ  

 A40ࠕࢇࡉ代～50 代ࡢ方20ࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔ代～30 代ࡢⱝい方ࠊ幅広いᖺ代ࡢ方ࡀ買࡚ࡗ行

 ࠖࡼࡍࡲࢀ

 Ᏻ念࡞ࢇࠕ商品ࡀ人気࡛ࠖࡍ  

 A 人ࡶ商品ࡢンワン࣮ࣝ࢜ࡓࡗ入࡚ࡍ࡞乳液ࡸ粧水ࡣあࠋࡡࡍ粧水࡛ࠕࢇࡉ

気࡛ࠋࡡࡍ成ศ࡞気ࡿࢀࡉ方ࡶ多ࠊࡃ皆ࢇࡉ自ศࡢ症状ࡸ肌ࡓࡗྜ商品ࢆ購入ࡲࢀࡉ

  ࠖࡍ

 Ᏻ念ࠕ皆ࢇࡉᖹ均いࡽࡃࡽࡃい購入ࠖࡍࡲࡋ  

 Aࠕࢇࡉ人1ࠊࡀࡍ࡛ࢀࡒࢀࡑ万前後ࡢ方ࡀ多ࡃ皆ࡇࡗࡅࢇࡉう࠾金࡚ࢀࡽࡅࢆいࡍࡲ  ࠖ  

 Ᏻ念ࠕ後売ࡑࢀうࡼࡢࡣࡢ࡞う࡞商品ࡔ思いࠖࡍࡲ  

 A ࢣ部ศ的ࠊࡸࡢࡶࡿࡍࢣࡽෆ側ࠊ࡛ࡢ多いࡀᐈ様࠾ࡿい࡚ࢀࡉ気ࢆワࢩࠕࢇࡉ

  ࠖࡡࡍࡲ思いい࡞ࡣ࡛ࡢࡿࢀ売ࡀ࡞商品ࡿࡁ࡛
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 Ᏻ念ࠊࡣ࡛ࢀࡑࠕ買い来࠾ࡿࢀࡽᐈ様ࡣ美意識ࡢ高ࡑう࡞方ࡀ多いࡻࡋ࡛ࡢうࠖ  

 A ࡑࡀࢇࡏࡲࢀࡋࡶࡿࢀࡉࢪ࣮࣓ࢇࡉ皆ࢆ方࡞派手ࡋ少ࠊ࡞ࢡ࣓ࡸ洋服࠾ࠕࢇࡉ

ᮏ当ࠋࡍࡲࢀࡽ来買いࡘࡘいい࠘ࡅࡔ更ࠗࡶ方ࡢᖺ配ࡢ80代～70ࠊࡃ࡞ࡣࡇ࡞ࢇ

  ࠖࡍࡲいࡷࡋࡗࡽいࡀ幅広い方

 

 仮ㄝ通ࠊࡾ店ෆい࠾ࡓᐈࡶࢇࡉ女性ࡋいࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࡞美容気ࢆ遣࡚ࡗいࡿ人ࡣ

意እࡀࡇい࡞ࡣう࡛ࡑࠊࡀࡓい࡚ࡗ思多いࡀ高い人ࡢ遣い美意識ࢆ気ࡶョンࢩࢵࣇ

ࡢࡓࡗࡲࡋ࡚ࡗ࡞࣮ࣗࣅࢱンࡢ急い࡛ࡋ少ࠊࡵࡓࡓࡗࡲࡋ࡚ࡁ࡚ࡋ混雑ࡀ店ෆࠋࡓࡗࡔ

 ࠋࡓࡗࡔ残念ࡀ

 

第 7節 感想 

いࡋい࡚新࡚ࡋࢆ調査ࠊ࡛ࡢࡓࡗࡔࡇい࡞ࡀࡳ馴染ࡾࡲあࡕࡓ私ࡣࢢンࢪ࢚ࢳン 

Ⓨ見ࠋࡓࡗࡔࡾࡤⱞ労ࡓࡋⅬࠊࡣ当初ࢻ࣮ࣝࣇ調査ࢆ実施ࡼࡋう思࡚ࡗいࡓ場所࡛ࠊࡣ

忙ࡶࡇࡓࡗࡋあࠊࡾあࡼࡾࡲい顔ࡽࡶ࡚ࡋࢆえࠊࡎン࡛ࡇࡓࡗ࡞ࡁ࡛࣮ࣗࣅࢱあ

 ࠋࡓࡗ࡞い経験ࡼ࡚ࡵ含ࡶࢀࡑࠊいえࡣࠋࡿ

 回ン࣮ࣗࣅࢱ調査ࡢ売ࡾ場ࡣᐈ࡛賑わ࡚ࡗい࡚㸪女性ࡢンࢪ࢚ࢳンࢢ粧品ࡢ

㛵心ࡢ高ࡀࡉうࡀえࠋࡓ美容ࡣ女性ࡶ࡚࡚ࡗ大࡞要素࡛あࠋࡿ後ンࢪ࢚ࢳ

ンࢢ粧品ࡽࡉࡀᬑཬࠊ࡛ࡇࡿࡍ多ࡢࡃ女性ࡀ自身ࡢ美容更ࡿ࡞磨ࡀࡇࡿࡅࢆࡁ

 ࠋうࢁあ࡛ࡿࡁ࡛

 

 

  

 

乗検ᐃ࡛᭷意確率࢝* p<0.05 

25.0%

6.5% 7.9%

20.6%
30.8%

47.1%

18.0%

33.3%

0.0%

50.0%

100.0%

*女性

䛾う䛱

男性

䛾う䛱

*未婚者

䛾う䛱

既婚者

䛾う䛱

*そ䜜以外

䛾う䛱

䡭䢙ﾁｴ䡮ｼ䢚䢙ｸ䢚
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者䛾う䛱

*そ䜜以外

䛾う䛱

䡭䢙ﾁｴ䡮ｼ䢚䢙ｸ䢚

化粧品使用

者䛾う䛱

アンチエイ䝆ン䜾化粧品使用者

䛾比率

䝹ッ䜽䝇䜘い人

䛾比率

アンチエイ䝆ン䜾

運動者䛾比率
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第 5章 不満 

 ―ࡢࡿあࡀ満࡞―

 

ྂ條愛梨㸦班長㸧 

大竹心ᖹ㸦Ⓨ送ࠊ入力担当㸧ࠊ木原睦㸦調査票担当㸧ࠊ戸谷瞳㸦ศ析担当㸧 

 

第 1節 問題関心 

 宮ᮏ常୍ࠗ生࡚ࡁいࡃ民族࡚࠘ࡘࠊࡤࢀࡼ職業ࡣ家業ࡀࡢࡶࡓࡁ࡚ࢀࡀ⥅ࡅཷ࡚ࡋ

多ࡢࡑࠋࡓࡗ後ࠊ産業Ⓨ展都ᕷࠊ࡚ࡗࡼ家業ࡔࡋࡀい消え࡚いࠋࡓࡗ明時代

ࡂࡘࡀ職業ࡓࡗ࡞ࡣ࡛ࡲࠊ࡞い交通業者ࡋ官吏࣭会社員࣭工場労働者࣭新ࠊࡿ࡞

い࡞㛵ಀࡣ出身職業ࠊࢀࡉ出ࡳ生ࡀい考え方ࡋ新࡚ࡗ࡞ࡶ新産業ࠋࡓࡋ誕生ࡂࡘ

いう意識ࡀ強ࠋࡓࡗ࡞ࡃ 

 ෆ㛶府 2008 ᖺࠕ国民生活選好ᗘ調査ࠖࠊࡤࢀࡼ満足感ࢆ持ࡘ人ࡣ 1978 ᖺ以降長

期的減少࡚ࡋい1978ࠋࡿ ᖺࡽ 1980 ᖺ代前半ࠕࠊࡣ㞠用ࡢᏳᐃ いࠖࡀࡾࡸࡢࠕࠖ

㛵࡚ࡋ満足࡚ࡋいࡿ人ࡣ 30%以ୖいࡢࡓ対2005ࠊࡋᖺࡣ半ศ近い約 15%前後࡛ࡲ減ࠋࡓࡗ

増加ࡢ入ࠕ 当初ࡣ人ࡿい࡚ࡋ満足ࠖ 20%以ୖい2005ࠊࡢࡢࡶࡓᖺࡣ  ࠋࡓࡋ減少6.2%

ࡼࡢࠖࡾࡪࡁ働ࠕࡓࡗい㔞ࡸョンࢩ࣮࣋ࢳࣔࠊࡀࡇࡘ持ࢆ満ࠊࡣ࡛ 

う࡞影響ࢆえࢁࡔࡢࡿうࠊ࡛ࡇࡑࠋ私ࡣࡕࡓ以ୗࡢ仮ㄝࢆ立࡚ࠋࡓ 

 

 仮ㄝ 1：男性ࠊ㔜労働ࢆ任ࡀࡇࡿࢀࡉ多いࠊ࡛ࡢෆ容満ࡀあࢁࡔࡿうࠋᮍ

婚者ࠊᏲࡁࡿ家族ࡀい࡞い࡛ࡢࢩ࣮࣋ࢳࣔࡢョンࡀపいࠊࡵࡓෆ容満

 ࠋうࢁࡔࡿあࡀ

 

 仮ㄝ 2：ෆ容満ࡀあࡿ人ࢩ࣮࣋ࢳࣔࠊョンࡀୗྠ࡛ࡢࡿࡀ僚ࡢ㔞ࡾࡼ少

 ࠋうࢁࡔࡿあࡀ満入ࡢ自ศࠊ࡛ࡢࡿ減ࡀ入ࡵࡓい࡞少ࡀ㔞ࠋうࢁࡔい࡞

 

  

メンࣂー ンࢱビュー調査 西友保谷店 
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第 2節 集計結果 

 問 最ࡀ人ࡿあࡀ満入ࡢ自ศࠊࡽ༢純㞟計表ࠋࡓࡋい࡚質問ࡘ満ࡢ現ᅾࠊ14࡛

ࡃ多ࡶ ࡀ健康ࠊ31.3％ 26.4%いࠋࡓ⥆い࡚ࠊࡢෆ容満ࡀあࡿ人ࡀ 家ࠋࡓࡗࡔ19.9％

庭ࡢ入満ࡀあࡿ人ࡣ  ࠋࡓࡗࡔ15.3％

 自ศࡢ入満ࡀあࡿ人ࡣண想通ࡾ多ྂࠋࡓࡗ條大竹ࡣ塾講師࡚ࡋࢆࢺࣂࣝࡢ

いࠊࡀࡿ自ศࡢ入満ࡀあࡶ࡚ࡗࡢෆ容ࡣ満ࠋࡓࡗ࡞ࡀ 

 

第 3節 原因ࡢ分析 

 第୍ࠊෆ容満ࢆ持࡚ࡗいࠊࡣࡢࡓ男性ࡢうࡕ ࡕうࡢ女性ࠊ25.4％ ࠋࡓࡗࡔ15.4％

男性ࠊࡣࡕࡓ私ࠋࡓい࡚ࡗ持ࢆ満᭷意ෆ容ࡀうࡢ男性ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝

ࡿあࡀ満ෆ容ࡢࠊ࡛ࡢ多いࡀࡇࡿࢀࡉ任ࢆ㔜労働ࡢ࡞ࡾእ回ࡢ車࡛ࡸ転勤

ண想ྂࠋࡓࡋ條ࡣ飲食店ࠊ࡛ࢺࣂࣝࡢ㔜い品ࢆ㐠ࡪ㝿男性任ࡢࡑࠋࡓࡗࡔࡕࡀࡏ男

性ࡣ快ࡅཷࡃ入ࠊࡀࡓࢀࡃ࡚ࢀ心ࡢ中࡛ࡣ満ࢆ感࡚ࡌい࡞ࢀࡋࡶࡢࡓいࠋ 

 第ࠊෆ容満ࢆ持࡚ࡗいࠊࡣࡢࡓ既婚者ࡢうࡕ ࡕうࡢᮍ婚者ࠊ17.6％ ࡔ24.8％

人ࡢᮍ婚ࠊࡣࡕࡓ私ࠋࡓࡗࡔ無㛵ಀ婚姻状態ࡣ満ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠊࡋࡋࠋࡓࡗ

ࡿ換え࡚考えࡁ置࡞課㢟ࡢ大学ࢆࠋࡓࡋண想ࡣ࡛ࡢࡿあࡀ満ෆ容ࠊ

ࡀࡓࡋࠋࡿあࡀࡇࡿࡌ感ࢆ満いう理⏤࡛課㢟ࡿあࡀࡇいࡓࡧ学ࡶࡕࡓ私ࠊ

仮ㄝࠊ࡚ࡗ  ࠋࡓࢀࡉ支持部ศ的ࡣ1

 

第 4節 結果ࡢ分析 

 第୍ྠࠊ僚比࡚㔞ࡀ多ࠊࡣࡢࡓࡗෆ容満ࡀあࡿ人ࡢうࡕ ࡑࠊ56.6%

う࡛࡞い人ࡢうࡕ 問ࡣ㸦㔞ࡓࡗࡔ32.5% 23 ࡚ࡽࡃ㔞ࡢ僚ྠ࡛ 4 5ࠊ多いࡸࡸ

多いྜࡢ計㸧࢝ࠋ乗検ᐃࡢ結果ࠊෆ容満ࡀあࡿ人ࠊ᭷意㔞ࡀ多ࠋࡓࡗ

問 14 現在、࡞不満ࡣあࡾまࡍ㸦○ࡣいくつ࡛ࡶ㸧 

 

31.3%

26.4%

19.9%

15.3%

15.3%

12.4%

12.1%

4.6%

2.6%

1.6%
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ョࢩ࣮࣋ࢳࣔࠊ人ࡿあࡀ満ෆ容ࡢࠋࡓࡗ࡞結果࡞意እ࡚ࡗࡕࡓ私ࡣࢀࡇ

ンࡀపいྠ࡛ࡢ僚比࡚㔞ࡀ少࡞いࡎࡣண想ࠊࡀࡓࡋ実㝿ࡣ逆࡛あࠋࡓࡗෆ容

㔞ࠊ増えࡀ࡞残業࡚ࡗえࠊࡎࡁ࡛ࡀࡇࡍ࡞ࡇࢆ࢟ࣃ࢟ࢸࠊࡿあࡀ満

ࡔࠊࡵࡓࡌ感ࢆ満ෆ容ࠊ࡛ࢺࣂࣝࡣ木原ࠋい࡞ࢀࡋࡶࡢうࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࡃ多ࡀ

ࡀ㔞余計ࠊいࡲࡋ超え࡚ࢆ勤務時間ࠊ結果ࡢࡑࠋࡓࡋࡾࡓࡋࡋ後回ࡾࡓࡗࡸࡽࡔࡽ

多ࡃ感ࡓࡌいうࡀࡇあࠋࡓࡗ 

 第ࠊ自ศࡢ入満ࢆ持࡚ࡗいࠊࡣࡢࡓෆ容満ࡀあࡿ人ࡢうࡕ ࡑࠊ44.3%

う࡛࡞い人ࡢうࡕ 自ศࠊ人ࡿあࡀ満ෆ容ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ28.0%

ࡵࡓࡢࡑࠊࡎࡽ入ࡀ身ࡿあࡀ満ෆ容ࠋࡓい࡚ࡗ持ࢆ満᭷意入ࡢ

入ࡀ増え࡞いࢁࡔうࠊࡽ自ศࡢ入満ࢆ持ࢁࡔࡢࡘうࠋ以ୖࠊࡽ仮ㄝ 2 部ศ的ࡣ

支持ࠋࡓࢀࡉ 

 

第 5節 フールࢻ調査 

 2014ᖺ 11᭶ࠊྂ 條戸谷୕ࡀ鷹あࡿ京王自動車ྜྷࡢ祥寺ᩚ備工場࡛ࢻ࣮ࣝࣇࠊ調査

ࡣࡇࡇࠋࡓࡋ実施ࢆ 2 階ࡢ࣮ࢩࢡࢱ営業所ࡀあ1ࠊࡾ 階ᩚ備工場ࡀ設࡚ࢀࡽࡅいᩚࠋࡓ

備工場࡛ࣖࢱࡣ交換ࡸ自動車ࢆ磨ࡃ作業ࢆ行ᩚࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞備作業࡚ࡍࡣ男性ࡀ担当ࡋ

࡚いࠋࡓ 

ࡣ人ࡃ働࡛ࡇࡇ  9 割方男性࡛務所女性１ࡀ人いࡾࡣࡸࠋࡓࡗࡔࡅࡔࡿ力ࡣ男性

任࡛ࡕࡀࢀࡉあࡃࠊࡾ回ᩚࡢ備工場ࡼࡢうࡣ࡛ࢁࡇ࡞男性ࡢ人手ࡀ必要ྍḞ࡛あ

 ࠋࡓࡗศࡀࡇࡿ

 

第 6節 ンࢱビュー調査 

 2014ᖺ 11᭶ࠊ戸谷ࡀ西東京ᕷあࡿ西保谷店行ࠊࡁ管理職ࡢ 40代男性 Sࢇࡉ

ン࣮ࣗࣅࢱ調査ࢆ実施ࠋࡓࡋ忙ࡋい中࡛ࡣあࠊࡀࡓࡗ休憩ᐊ࡛ 10ศ程ᗘ答え࡚ࠋࡓࡗࡽࡶ 

 

 戸谷ࡢࡇࠕ職場࡛ࡼࡢࠊう࡞࡚ࡋࢆいࠖࡍࡲ 

 S 人ࡢࡾ接ᐈ࡛周ࡸࡋ品出ࡣࠋࡍࡲい࡚ࡋࢆ管理ࡢ店࠾ࡣ࡚ࡋࡢ副店長ࠕࢇࡉ

 ࠖࡡࢇࡏࡲࡾ変わࡣࡇࡿࡸ

 戸谷ࠕࡢෆ容࡛満࡞Ⅼࡣあࠖࡍࡲࡾ 

 S ࡿࡍࢆ管理ࡢ店࠾ࡽ࡞ᮏ当ࠋࡡࡍ࡛ࡇい࡞ࡽ変わࡀࡇࡿࡸࡶ࡚ࡗࡀୖࡀ役職ࠕࢇࡉ

 ࠖࡍ接ᐈ࡛主ࡣࢁࡇࡢ実㝿ࠊࡅࡔࡎࡣ

 戸谷ࠕ自ศࡢ入満足࡚ࡋいࠖࡍࡲ 

 Sࠕࢇࡉ満࡛ࠋࡡࡍ自ศࡢ入満足࡚ࡋいࡿ人࡞ࢇࡑࠊい࡞い思いࠖࡍࡲ 

 戸谷ࠕ㔞ྠࡣ僚比࡚う思いࠖࡍࡲ 

 Sࠕࢇࡉ店舗࡚ࡗࡼ全然㐪いࠊࡀࡍࡲ店ෆ࡛考えࡤࢀᬑ通ࡔ思いࠖࡍࡲ 

 

 S 職ࡢ自ศࠊࡾ࠾答え࡚いࡋ楽ࡀ接ᐈ業ࡢࠊࡀࡿい࡚ࡗ知ࡶࡉ大変ࡿࡍ接人ࡣࢇࡉ
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業ࡀࡾࡸいࢆ感࡚ࡌいࡼࡿうࠋࡓࡗࡔ戸谷ࡣ役職ࡿࡀୖࡀෆ容ࡶ変わࡿ思࡚ࡗい

 ࠋࡓࡗࡔ意እࡀࡇい࡞ࡽ変わࡾࡲあࡀ業務ෆ容人ࡢࡶいう立場࡛管理職ࠊ࡛ࡢࡓ

 

 第 7節 感想 

 回私ࡣࡕࡓ生活ࡢ満ࡘい࡚調査ࠋࡓࡋࢆ満足ࡣࢱ࣮ࢹࡿࡍࢇ多数あࠊࡀࡿ

満ࢆࢺࢵ࣏ࢫ当࡚ࡣࡢࡶࡓあ࡞ࡾࡲいࡀࡾࡸࠊࡵࡓいࢆ感ࡽࡀ࡞ࡌ㐍ࡀࡇࡿࡵ出来ࠋࡓ

ⱞ労ࡓࡋⅬࡀ࣐࣮ࢸࡾࡣࡸࠊࡣネ࡛ࡢࡶ࡞ࣈࢸ࢞あࠊࡽࡇࡿ私ࡕࡓ自身ࡢ気持ࡶࡕ時

ᢡ暗࡛ࡇࡓࡗࡲࡋ࡚ࡗ࡞ࡃあࠋࡿ 

 回調査ࢆ行いࠊ満࡞ࡣいいう人ࡀண想࡚ࡋいࡾࡼࡓ多ࡋࡓࠋࡓࡗ満࡞ࡣい

ࡢ感情࡞自然ࠊࡣࡇࡿࡌ感ࢆ満ࠊいえࡣࠋい࡞ࡣࡇࡓࡋ越 ࠋ思ううࡼࡿあ࡛ࡘ1

満ࢆ持ࡼࡠࡓう心掛ࠊࡶࡘࡘࡅ対峙ࡓࡋ㝿ࡢࡑࠊࡣ原因ࢆ考え࡚適ษ処理出来ࡼࡿう

満足࡛ࡀ自ศࠊ࡛ࡢࡿ控え࡚いࢆ就職活動来ᖺࡣࡕࡓ私ࠊࡽࡉࠋ思ういࡓࡾ࡞人࡞

 ࠋࡿ理想的࡛あࡽࡓࡁ࡛ࡀࡇࡃ就ࡢෆ容࡞うࡼࡿࡁ

 

 

 

  

 

乗検ᐃ࡛᭷意確率࢝* p<0.05 
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第 6章 幸福意識 

―現ᅾࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡢࡿ― 

 

遠藤佳那子㸦班長㸧 

小⏣原佑汰㸦調査票担当㸧ࠊ金⏣萌瑛㸦Ⓨ送担当㸧 

清水明日香㸦ศ析担当㸧ࠊ⏣⏤奈㸦入力担当㸧 

 

第 1節 問題関心 

 日ᮏ国憲法 13 条࡚ࡍࠕࠊࡤࢀࡼ国民ࠊࡣ個人࡚ࡋ尊㔜ࠋࡿࢀࡉ生命ࠊ自⏤ཬࡧ幸福

追求対ࡿࡍ国民ࡢ権利ࡘい࡚ࠊࡣබ共ࡢ福祉࡞ࡋい限ࠊࡾ立法ࡢࡑࡢ国政ࠊ࡛ୖࡢ

最大ࡢ尊㔜ࢆ必要ࡿࡍ ࠋࡿい࡚ࢀࡉ保㞀࡚ࡋ基ᮏ的人権ࠊࡀ幸福追求権ࠋࡿい࡚ࢀࡉࠖ

 ࠋࡓࡋ明示࡚ࡋ権利࡞基ᮏ的ࡢ人間ࢆ幸福追求ࠊࡣ独立ᐉ言࣓࢝ࣜࠊࡿࡰࡢࡉ

 2010ᖺ日ᮏ版総ྜ的社会調査㸦JGSS㸧ࠕࠊࡤࢀࡼあࠊࡣࡓ࡞現ᅾ幸ࡍ࡛ࡏ ࠊࡋ質問ࠖ

幸ࡏいう人ࡣ 83.2%いࡓ㸦5段階ࡢうࡕ 5幸ࡸࡸ4ࠊࡏ幸ྜࡢࡏ計㸧2011ࠋᖺᗘ国民生活選

好ᗘ調査࡛ࠕࠊࡣ現ᅾあࡢࡣࡓ࡞程ᗘ幸ࠖࡍ࡛ࡏいう質問ࠊ幸ࡏ回答ࡓࡋ割ྜࡀ 8

割ࢆ超えࡡࡴ࠾࠾ࠊࡾࡲࡘࠋࡓ 8 割以ୖࡢ人ࠕࡀ自ศࡣいࡲ幸ࠖࡔࡏ考え࡚いࡼࡿう࡛あ

 ࠋࡿ

ࠊࡣ人ࡿい࡚ࡋ満足ࡏ幸ࡢ現ᅾࠋうࢁࡔࡢࡿい࡚ࡋ満足ࡏ幸ࡢ現ᅾࡣࡧ人ࠊࡣ࡛ 

 ࠋࡓ立࡚ࢆ仮ㄝࡢ以ୗࡣࡕࡓ私ࠊ࡛ࡇࡑࠋうࢁࡔ人࡞うࡼࡢ

 

 仮ㄝ 1：既婚者ࠊኵ婦࡛幸ࢆࡏ共᭷࡛ࠊࡽࡿࡁ現ᅾࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࢁࡔࡿうࠋ

現ᅾ幸࡞ࡏ人࡛ࡍࠊ幸ࠊ࡛ࡢ࡞ࡏ現ᅾࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࢁࡔࡿうࠋ 

 

 仮ㄝ 2：現ᅾࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿ人ࠊ気持ࡕ余裕ࡀあࡀࢫࣞࢺࢫࠊ࡛ࡢ࡞ࡎࡣࡿ

少࡞いࢁࡔうࠋ前向ࡁ生活࡛ࢁࡔࡿࡁうࠊࡽ生活満足࡚ࡋいࢁࡔࡿうࠋ 

 

  

メンࣂー ンࢱビュー調査 都内ࡢ結婚式場 
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第 2節 集計結果 

 問 うࡑࡸࡸࠕう思うࠖࡑࠕࡕうࡢ㸦5段階ࡓࡋい࡚質問ࡘ幸福意識ࠊ࡛ࢡ㸪࢟ࠊ࢝15

思うࠖྜࡢ計ࢆ㞟計㸧ࠋ༢純㞟計表ࠊࡾࡼ現ᅾࡢ自ศࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿ人ࡣ 67.9%いࠋࡓ

自ศࡣ将来ࡶࡾࡼ幸ࡿࢀ࡞ࡏ思う人ࡣ 誰ࡢศࡢࡑࡿ࡞ࡏ幸ࡀ誰ࠊ43.4%࡛

ࡣ思う人ࡿ࡞幸ࡀ  ࠋࡓࡗࡔ4.9%

 現ᅾࡢ自ศࡢ幸ࠊࡏ満足࡚ࡋいࡿ人ࡣ想像通ࡾ多ࠋࡓࡗ自ศࡣ将来ࠊࡶࡾࡼ幸ࡏ

ࡓࡿ控え࡚いࢆ就職活動ࡣࡕࡓ私ࠊࡔࡓࠋࡓࡗࡔ意እࡣࡢࡓࡗࡔ半ศ以ୗࡀ思う人ࡿࢀ࡞

 ࠋࡿあࡶᏳうࡿࢀ࡞ࡏ幸ࡶࡾࡼ将来ࠊࡵ

 

第 3節 原因ࡢ分析 

 第୍婚姻状態ู࡛ࠊࡣ現ᅾࡢ幸ࡏ᭷意満足࡚ࡋいࠊࡣࡢࡓ既婚者ࡢうࡕ ᮍࠊ76.0%

婚者ࡢうࡕ い࡚ࡋ満足᭷意ࡏ幸ࡢ現ᅾ既婚者ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ52.5%

ࠋࡓࡋண想うࢁࡔࡿい࡚ࡋ満足ࡏ幸ࠊࡽࡿࡁ共᭷࡛ࢆࡏ幸既婚者ࠊࡣࡕࡓ私ࠋࡓ

既婚者ࡣᮍ婚者比࡚気兼ࡃ࡞ࡡヰࡿࡏ相手ࡀ配偶者ࡤࡑࡄࡍ࡚ࡋい࡚ࠊ悩ࢆ࡞ࡳ

相談ࡍࡸࡋいࢁࡔࡽうࠋ 

 第ࠊ現ᅾࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࠊࡣࡢࡓ現ᅾ幸࡞ࡏ人ࡢうࡕ ࡕうࡢ以እࢀࡑࠊ77.3% 2.6%

清水ࠋࡓい࡚ࡋ満足᭷意ࡏ幸ࡢ現ᅾ人࡞ࡏ現ᅾ幸ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ

⏣ࠊࡣ小学生ࡢ時あࡾࡲ幸福ࢆ感ࠊࡋࡋࠋࡓࡗ࡞ࡌ現ᅾࡣ㐩恵࡚ࢀࡲ幸ࡔࡏ思

仮ㄝࠊࡽ以ୖࠋࡿい࡚ࡋ満足ࡏ幸ࡢ現ᅾࠊい࡚࡚ࡗ  ࠋࡓࢀࡉ支持ࡣ1

 

第 4節 結果ࡢ分析 

 第୍ࠊࡣࡢࡓࡗ࡞ࡀࢫࣞࢺࢫࠊ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿ人ࡢうࡕ ࡕうࡢ以እࢀࡑࠊ14.6%

問ࡣࢫࣞࢺࢫ㸦ࡓࡗࡔ6.2% ࡛9 ࡢ現ᅾࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋ計㸧ྜࡢい࡞ࡃ5全ࠊい࡞4

幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿ人ࠊ᭷意ࠋࡓࡗ࡞ࡀࢫࣞࢺࢫ現ᅾࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿ人ࠊࡣ

多少満ࡀあࠊࡶ࡚ࡗ幸࡛ࡏあࢆࡇࡿ実感࡚ࡋい࡞ࡀࢫࣞࢺࢫࠊࡽࡿいࢁࡔࡢうࠋ 

 第ࠊ生活᭷意満足࡚ࡋいࠊࡣࡢࡓ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿ人ࡢうࡕ 以እࢀࡑࠊ93.6%

ࡕうࡢ 問ࡣ㸦生活満足ࡓࡗࡔ32.6% 13 ࡛現ᅾࡢ生活ࡘい࡚2ࠊ 1ࠊ満足ࡸࡸ 非常満足ࡢ

ྜ計㸧࢝ࠋ乗検ᐃࡢ結果ࠊ現ᅾࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿ人ࠊ生活᭷意満足࡚ࡋいࠋࡓ

私ࡶࡕࡓ現ᅾࡢ自ศࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋい࡚ࠊ生活満ࡃ࡞ࡀ過࡚ࡋࡈいࡓࠋࡿえࡤ⏣

問 15 以ୗࡢ意見を、あࡣࡓ࡞う思いまࡍ㸦○１ࢀࡒࢀࡑࡣつ㸧  

 

67.9%

43.4%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

現在䛾自分䛾幸せ䛻、満足䛧䛶い䜛

自分䛿将来、今䜘䜚䜒幸せ䛻䛺䜜䜛䛸思う

誰䛛䛜幸せ䛻䛺䜛䛸、そ䛾分䛾誰䛛䛜不幸䛻䛺䜛䛸思う
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仮ㄝࠊࡽ以ୖࠋい࡞ࡀ満生活ࠊࡋࡿࡍ実感ࢆࡏ幸ࡤࡵ飲ࢆ࣮ࣝࣅࠊ部活後ࡣ 2 支ࡣ

持ࠋࡓࢀࡉ 

 

第 5節 フールࢻ調査 

 2014ᖺ 5᭶ࠊ金⏣遠藤࡛中央区霞ヶ㛵ࡢ東京地方裁ุ所いࠋࡓࡗ民裁ุ࡛ࠊ学生

ྠ士ࡢ喧嘩ࡾࡼ目㞀害ࢆ㈇ࠊࡵࡓࡓࡗ被害者ࡀ損害賠償ࢆ求࡚ࡵいࠋࡓ裁ุ傍聴ࡣ初ࡵ

7ࠋࡓࡗあࡀ緊張感ࡶ࡚ࠊ経験࡛ࡢ࡚ 割ࡢ人ࡀ現ᅾࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿ答えࡓ面ࠊ

幸ࢆࡏ感ࡃࡌい状況あࡿ人ࡶいࡔࡢࡿあ࡚ࡵࡓࡽ実感ࠋࡓࡋ 

 

第 6節 ンࢱビュー調査 

 2014 ᖺ 11᭶ࠊ都ෆࡢ結婚式場࡛結婚ࣛࣉンࡢ࣮ࢼ男性 Aࠊࢇࡉン࣮ࣗࣅࢱ調査ࢆ

実施ࠋࡓࡋ匿ྡࡔいう条件ୗࠊࡶࡢ快ࡃン࣮ࣗࣅࢱ応ࡶ࡚ࠋࡓࡗࡉࡔࡃ࡚ࡌ気ࡉ

 ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇ行うࡃࡋ方࡛楽࡞ࡃ

 

 小⏣原ࡽࡃࢀࠕいࡢᖺ齢ᒙࡢ方ࡀ結婚式ࢆあࠖࡍ࡛ࡢࡿࡆ 

 A ࡞ࡃ多ࡣ方ࡿࡆあࢆⱝい方࡛結婚式ࡾࡲあ࡚ࡗあࡶ晩婚ࡣ࡛ࠋࡡࡍう࡛ࡑࠕࢇࡉ

い࡛࡚ࡋࡗࡅࠊࢀࡑࠋࡡࡍᏳいわࡣ࡛ࡅあࠋࡡࡽࢇࡏࡲࡾ金㢠的ࡶ少ࡋ厳ࡋいࡶࡢ

知ࠖࡡࢇࡏࡲࢀ 

 小⏣原ࠕ結婚式ࢆあࡓࡆ方ࡣ幸ࡑࡏう࡛ࠖࡓࡋ 

 A 笑顔ࡢ方々ࡓࡆあࢆ結婚式ࡣ私ࠋࡼࡍࡲ見えうࡑࡏ幸ࡶ࡚ࠋࢇࢁࡕࡶࡣࢀࡑࠕࢇࡉ

୍生୍ࠊうࡼࡿえࡽࡶ࡚ࡗ࡞ࡏ幸ࠋࡍࡲ思いࡓࡗࡼい࡚࡚ࡋࢆࡢࡇࠊࡿ見ࢆ

ᗘ࣋ࡢンࢆࢺ全力࡛ࢀࡑࠋࡍࡲࡋࢺ࣮࣏ࢧ新郎新婦ࡢ方ࡢࡑࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅࡔ家族ࡢ方ࡓ

 ࠖࡼࡍう࡛ࡑࡏ幸ࡀ皆様ࠊ方ࡢ僚ྠࠊ㐩࠾ࠊ親戚方ࠊࡕ

 小⏣原ࠕ結婚式ࢆあࡿࡆ方々ࡢ中࡛ࢆࢫࣞࢺࢫ抱え࡚いࡑう࡞人ࠊࡣA ࡓい࡚ࡳࡽࢇࡉ

 ࠖうࡻࡋ࡛

 A ヰ࠾ࡣࡎࡲࠊࡾࡓあࡿࡍࢆࢢンࢸࢵࢭࡢ結婚式ࡣ私ࠊࡀࢇࡏࡲ言えࡣ概୍ࠕࢇࡉ

ࡅࡔࡾࡶ見積ࠋࡡࡍ多い࡛ࡀ方ࡿい࡛ࢇ悩࡛ࡇࡢ金࠾ࡾࡣࡸࠊࡀࡍ࡛ࡢࡃࡔࡓい࡚ࡏࡉࢆ

ࡗࡏࠋࡍࡲ思い残念ࡶ࡚ࡣ私ࠊういう時ࡑࠋࡍࡲいࡷࡋࡗࡽいࡶう方ࡲࡋ࡚ࡵ諦࡚ࡋ

 ࠖࡡ࡚ࡗい࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿࡅຓࢆ方ࡓࡗういࡑࡣ私ࠊࡢ࡞出来࡞ࡏ幸ࡢࡃ

 

 A 報ࠖࡍࡲい࡚ࡗ送ࢆ生活࡞満足࡛ࡏ後幸ࡢࡑࠕࡣ方ࡓࡆあࢆ結婚式ࠊࡿࡼࢇࡉ

告ࡿࢀࡃ࡚ࡋ人ࡀいࡑࡔࡢࡿうࠊࡔࡓࠋࡔ結婚式着目ࠕࠊࡿࡍ幸ࢆࢫࣞࢺࢫࡽ࡞ࡏ抱え࡚

い࡞いࢁࡔうࠖいう私ࡢࡕࡓண想ࡶࡋࡎࡽ࡞ࠊࡣ成立ࡿࡍわ࡞ࡣ࡛ࡅいศࠋࡓࡗ 

 

第 7節 感想 

 幸ࡢࡏ感ࡌ方ࠊࡸ大ࡣࡉࡁ人ࢀࡒࢀࡑ࡚ࡗࡼ異ࠊࡓࡲࠋࡿ࡞ᬑ段ࡽ幸福感ࢆ意識࡚ࡋ
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いࡿわ࡞ࡣ࡛ࡅいࠊࡵࡓࡢࡑࠋ仮ㄝࢆ立࡚ࡿ段階࡛ࠊ人࡞ࢇࡣࡧ時幸ࢆࡏ感ࡿࡌ

え୍瞬࡛ࡓࠊࡿい࡚考えࡘ幸福࡚ࡵࡓࡽあࠊࡋࡋࠋࡓࡋⱞ労ࡇࡿࡍい࡚想像ࡘ

 ࠋࡓࡗ思うࢁࡔࡢࡿࡅい࡚ࡁ生ࡣࡧ人ࡽࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡌ感ࢆࡏ幸ࡶ

 回ࡢ調査࡛7ࠊࡣ 割近ࡢࡃ人ࡀ自ศࡢ幸ࡏ満足࡚ࡋいࡿいう結果ࠊ嬉ࡶࡉࡋ感ࡌ

 ࠋうࢁࡔい࡞ࡣࡇࡓࡋ越ࡇࡿあ࡛ࡏ幸࡛ୖࡃい࡚ࡋ生活ࠋࡓ

 私ࡣࡕࡓ現ᅾࡃࠊ自⏤ࡃ࡞ࡇࡿࡍ生活࡛࡚ࡁいࠊࡋࡋࠋࡿ世界目ࢆ向ࡤࢀࡅ

㈋困ࡸ紛த࡞ࡲࡊࡲࡉ࡞ࣟࢸࡸ問㢟ࡀあࠊࡑࡇࡽࡔࠋࡿ私ࡀࡕࡓ置࡚ࢀいࡿ幸࡞ࡏ

環境ࡀ㸪࡚ࡋࡗࡅ当ࡾࡓ前࡛࡞ࡣいࡾࡗࡋࢆࡇㄆ識ࡔࡁࡍ思ࠋࡓࡗ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

乗検ᐃ࡛᭷意確率࢝* p<0.05 

52.5%

76.0%

2.6%

77.3%
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0.0%

50.0%
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第 7章 家族意識 

―男ࡣ男ࠊࡃࡋࡽ女ࡣ女ࡁࡿࡍࡃࡋࡽ― 

 

新津稜ᖹ㸦班長㸧 

ෆ⏣知佳㸦Ⓨ送担当㸧ࠊ勝瀬恭子㸦ศ析担当㸧ࠊ齊藤明美㸦調査票担当㸧ࠊ那須葵㸦入力担当㸧 

 

第 1節 問題関心 

 服部᪩苗ࠗ Ṕྐࡢ࡞ࡢ家族結婚 ࠋࡓࡋ誕生明時代ࡣ性ู役割ศ業意識ࠊࡤࢀࡼ࠘

当時ࠊ男ࡣ兵士࡚ࡋ働ࠊࡁ女ࡣ家ࢆᏲࡿ良妻賢ẕࡁࡿ࡞いう思想ࡀᬑཬࡋࠋࡓࡋ

変わࡀ形ࡢ家族ࢇࡔࢇࡔࠊࡾ࡞うࡼࡘ目立ࡀ社会㐍出ࡁ働ࡀ女性ࠊ第ḟ世界大戦後ࠊࡋ

 ࠋࡓࡁ࡚ࡗ

 ෆ㛶府 2012ᖺᗘࠕ男女共ྠ参⏬社会㛵ࡿࡍ世論調査ࠖࠊࡤࢀࡼኵࡣእ࡛働ࠊࡁ妻ࡣ家

庭ࢆᏲࡁࡿいう質問ࡓいࠊࡋ男性 女性ࠊ55.1％ ࡇࠋࡓࡋ回答ࡁࡍうࡑࡀ48.4％

 ࠋࡔうࡼ根強いࡣ性ู役割ศ業意識ࡶ現ᅾ࡛ࡔࡲࡔࡲࠊうࡼࡢ

私ࠊ࡛ࡇࡑࠋうࢁࡔࡢࡿう考え࡚いい࡚ࡘ姿ࡁࡿあࡢ男女ࡣࡧ人ࡢ現代ࠊࡣ࡛ 

 ࠋࡓ立࡚ࢆ仮ㄝࡢ以ୗࡣࡕࡓ

 

 仮ㄝ 1：男性ࠊ体裁ࢆ㔜視ࠕࠊࡵࡓࡿࡍ男ࡣ男ࠊࡃࡋࡽ女ࡣ女ࠖࡁࡍࡃࡋࡽ考えࡿ

ࠊࡃࡋࡽ男ࡣ男ࠕࠊ࡛ࡢࡓࡗࡔ明確ࡀ役割ࡢ家庭ෆ࡛男女ࡸ学校教育ࠊ人ࡢᖺ配ࠋうࢁࡔ

女ࡣ女ࠖࡁࡍࡃࡋࡽ考えࢁࡔࡿうࠋ 

 

 仮ㄝ ࠊࡵࡓࡿあࡀ異性像ࡢ理想ࠊࡣ人ࡿ考えࠖࡁࡍࡃࡋࡽ女ࡣ女ࠊࡃࡋࡽ男ࡣ男ࠕ：2

結婚恋愛感情ࡀ必要ࡔ考えࢁࡔࡿうࠋ自ศࡢ理想ࡵࡓࡢ自ศ磨ࢡࢵࣝࠊࡵࡓࡿࡍࢆࡁ

 ࠋうࢁࡔいࡼࡀࢫ

 

 
 

メンࣂー ンࢱビュー調査 ୖ野動物園総合案内所 
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第 2節 集計結果 

 問 ྜࡢう思うࠖࡑࡸࡸࠕう思うࠖࡑࠕࡕうࡢ㸦5段階ࡓࡋい࡚質問ࡘ家族意識ࠊ20࡛

計ࢆ㞟計㸧ࠋ༢純㞟計表ࠊࡽ結婚ࡣࡵࡓࡿࡍ恋愛感情ࡀ必要ࡔ考えࡿ人ࡣ 83.0％いࠋࡓ

ࠋࡓ37.3％いࠊࡣ人ࡘ持ࢆいう性ู役割ศ業意識ࠖࡔࡁࡍࡃࡋࡽ女ࡣ女ࠊࡃࡋࡽ男ࡣ男ࠕ

 ࠋࡓࡗ࡞少16.1％ࠊࡣ人ࡓ答え思うࠖࡃい࡚ࡗ減ࡀ㔜要性ࡢ後家族ࠕ

 結婚恋愛感情ࡀྍḞ考え࡚いࡿ人ࠊࡣண想通ࡾ多ࠊࡋࡋࠋࡓࡗ性ู役割ศ業意

識ࢆ持࡚ࡗいࡿ人ࡀண想ࡶࡾࡼ多ࠋࡓࡗ齊藤ࠕࠊࡣ現代社会࡛࡚ࡍࡣ男女ᖹ等ࠖࡁࡍ

 ࠋࡓࡗࡔ意እࡣ結果ࡢࡇࠊ࡛ࡢࡓい࡚ࡋண想支配的ࡀいう考え

 

第 3節 原因ࡢ分析 

 第୍ࠊ性ู役割ศ業意識ࢆ持࡚ࡗいࠊࡣࡢࡓ男性ࡢうࡕ ࡕうࡢ女性ࠊ46.0％ ࡗࡔ29.9％

ࠊࡣࡕࡓ私ࠋࡓい࡚ࡗ持᭷意ࢆ性ู役割ศ業意識ࡀうࡢ男性ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓ

男性ࢁࡔࡿࡀࡓࡅࡘࡇࡗうண想ࠋࡓࡋ子供ࡽࢁࡇࡢ男ࠊࡣ戦隊࣐ࣛࢺࣝ࢘ࡸࡢࡶ

ン࣮࣮ࣟࣄࡢ࡞ࡓࡲࠊࢀㄞࡴᮏࡸ漫⏬ࡶ男ࡀࡉࡼࡇࡗࡸࡉࡋࡽ表࡚ࢀいࢁࡔࡢࡶࡿ

うࡣࢀࡑࠋ大人ࡶ࡚ࡗ࡞変わࠊࡎࡽ女性ࢩࢵࣇࡀョンㄅࢆㄞࡢࡴ対ࠊ࡚ࡋ男性ࡣᮍࡔ

い࡞ࡣ࡛⏤理ࡿࡵ求ࢆࡉࡋࡽ女ࠊࡉࡋࡽ男ࡀうࡢ男性ࡀࢀࡇࠋ多いࡀ人ࡴ好ࢆ少ᖺㄅ

 ࠋࡿ少ᖺㄅ࡛あࢇࡀᮏࡴㄞࡶ現ᅾ࡛ࠊࡣ新津ࠋࡿ考え

 第ࠊ性ู役割ศ業意識ࢆ持࡚ࡗい30ࠊࡣࡢࡓ代以ୗࡢう40ࠊ30.0%ࡕ代以ୖࡢう40.3%ࡕ

ࡢ班員ࠋࡓࡗࡔ無㛵ಀᖺ齢ࡣ性ู役割ศ業意識ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠊࡋࡋࠋࡓࡗࡔ

ࡢࡇࠋࡓい࡚ࡅཷࢆ授業࡚ࢀࡽࡅわ技術科ࡣ男子ࠊ家庭科ࡣ学校࡛女子ࠊࡀ両親ࡢࢇ

ࡕࡓ私ࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡓい࡚ࡋண想ࡓい࡚ࡋࡾࡁࡗࡣࡀ男女意識ࡾࡼࡣ࡚ࡘうࡼ

仮ㄝࠊࡽ以ୖࠋࡓࡗࡔ意እࡣࡢࡓࡗ࡞ࡀ差࡚ࡗ  ࠋࡓࢀࡉ支持部ศ的ࡣ1

 

第 4節 結果ࡢ分析 

 第୍ࠊ結婚ࡣ恋愛感情ࡀ必要ࡔ思࡚ࡗいࠊࡣࡢࡓ性ู役割ศ業意識ࢆ持ࡘ人ࡢうࡕ

ࡕうࡢ以እࢀࡑࠊ91.2% ࠊ人ࡘ持ࢆ性ู役割ศ業意識ࠊ結果ࡢ乗検ᐃ࢝ࠋࡓࡗࡔ78.1%

結婚恋愛感情ࡀ必要ࡔ᭷意思࡚ࡗいࠋࡓ男ࠊࡃࡋࡽ女ࡃࡋࡽ考え࡚いࡿ人ࠊࡣ結婚

相手ࢆࢀࡑࡶ望ࠊ࡛ࡢࡴ恋愛感情ࡀ必要࡞ࡣ࡛ࡢ࡞いண想ࠊࡋࡓࠋࡓࡋ那須ࡢ家

族ࡸ親戚ࠊࡣኵࡣࠊ妻ࡀ家中心いう役割ศ担ࠊࡾ࠾࡚ࡋࢆいࡱࡗう࡛全員ࡀ恋愛結

問 20 以ୗࡢ意見を、あࡣࡓ࡞う思いまࡍ㸦○１ࢀࡒࢀࡑࡣつ㸧 

 

83.0%

37.3%

16.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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今後、家族䛾重要性䛜䜈䛳䛶いく䛸思う
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婚࡚ࡋࢆいࠋࡓ 

 第ࠊ自ศࡼࡀࢫࢡࢵࣝࡢい思࡚ࡗいࡿ人ࠊࡣ性ู役割ศ業意識ࢆ持ࡘ人ࡢうࠊ37.7%ࡕ

ࡕうࡢ以እࢀࡑ 問ࡣࢫࢡࢵ㸦ࣝࡓࡗࡔ31.2% 10࡛ 0最小～11最大ࡢうࡕ 6以ୖࡢ回答者ࡢ比

率㸧࢝ࠋ乗検ᐃࡢ結果ࠊ性ู役割ศ業意識ࢆ持ࡘ人ࡑう࡛࡞い人ࡢ間ࡢࢫࢡࢵࣝࠊ自

己評価ࡢ差ࡑࠋࡓࡗ࡞ࡣうࡓࡋ意識ࢆ持ࠊࡘ男ࠊࡉࡋࡽ女ࡢࡉࡋࡽ理想ࡀ明確ࡢࡿ࡞

࡛自ศ磨ࢁࡔࡿࡍࢆࡁうண想࡚ࡋいࡢࡇࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡓ結果ࡣ意እ࡛あࠋࡓࡗ男ࠊࡉࡋࡽ

女ࡉࡋࡽいうࡣࡢእ面ࠊࡶࡾࡼෆ面現࡞ࢀࡋࡶࡢࡶࡿࢀいࠊࡋࡓࠋ勝瀬ࡢ見ࡿ漫

⏬࡛男ࡋࡽいࠊ女ࡋࡽい思わ࡚ࢀいࡿⓏ場人物ࠊࡣ容姿ࡶࡾࡼ言動ࡢࡑࡀ理⏤࡚ࡗ࡞い

ࡗ思い࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡌ感ࢆࡉࡋࡽ女ࠊࡉࡋࡽ男ෆ面ࡶࡾࡼእ面ࡣ人ࠊ࡛ࡢ多いࡀࡇࡿ

仮ㄝࠊࡽ以ୖࠋࡓ  ࠋࡓࢀࡉ支持部ศ的ࡣ2

 

第 5節 フールࢻ調査 

 2014ᖺ 11᭶ࠊ新津ࠊ那須ࠊ勝瀬ࡀ東京都文京区あࡿ東京ࢻ࣮ࣝࣇ࡛ࢸࢩ࣒࣮ࢻ調

査ࢆ実施ࠋࡓࡋ東京ࡣࢸࢩ࣒࣮ࢻ総ྜ࣮ࣞࣕࢪ施設࡛あࠊࡾ㐟園地ࢩࠊョࣆࢵンࢭࢢンࢱ

子ࡀࡃ多ࡢ利用ᐈࠊࡾ日曜日࡛あࡣࡢࡓࡗ࡞ࡇ࠾ࢆ調査ࠋࡿい࡚ࢀࡉ併設ࡀ࣒࣮ࢻ東京ࠊ࣮

供連ࡢࢀ家族࡛あࠋࡓࡗᖺ齢ᒙࡣⱝい人ࡀ多ࢩࢡࣛࢺࠋࡓࡗョンࡣ子供向ࡢࡅ乗ࡾ物

 ࠋࡓい࡚ࡋࢆ参加ࡀ子供ࡢࢇࡉࡃࡓࠊࡃ多ࡀ物ࡋ催ࡸ

 子ࡶ連ࡢࢀ家族注目ࠊࡿࡳ࡚ࡋ妻ࡀ子ࡶ手࡞ࡘࢆいࡾࡔ抱࡚ࡋࢆࡇࡗい୍ࡿ方

差ࡢ意識ࡢ男女ࡶࡇࡇࠋࡓࡗ多ࡀࡇࡿい࡚ࡗ持ࢆ荷物ࡾࡓࡋᢲࢆ࣮࣮࢝ࣅ࣋ࡣኵࠊ࡛

 ࠋࡓࡗ思うࢁࡔࡿあࡀ

 

第 6節 ンࢱビュー調査 

 2014ᖺ 11᭶ࠊ東京都ྎ東区ୖࡢ㔝動物園行ࠊࡁ総ྜ案ෆ所ཷࡢ付ࡢ 20代女性 Aࢇࡉ

 ࠋࡓࢀ雰ᅖ気࡛行わ࡞ࡸ終始和ࠋࡓࡋ実施ࢆ調査࣮ࣗࣅࢱン

 

 ෆ⏣࠾ࠕᐈࡢࢇࡉᖺ齢ᒙࡽࡃࢀࠊࡣいࡀ多いࡻࡋ࡛ࡢうࠖ 

 A࣓ࠕࢇࡉンࡣ子供連࠾ࡢࢀᐈ様࡛ࠊࡓࡲࠋࡍ意እ多い࠾ࡀࡢᖺ寄࠾ࡢࡾᐈ様࡛ࠖࡡࡍ 

 ෆ⏣ࠋࡿ࡞ࠕ子連࠾ࡢࢀᐈࠊࡣࢇࡉ両親ࡶ来࡚ࡶࢀࡑࠋࡍࡲẕ親࡛ࡅࡔ

 ࠖࡍ

 A ࡋࡇ࠾࡚ࡗࢁࡑ両親ࡿ࡞休日ࠋࡡࡍࡲい࡚ࡁ࡚ࢀ連ࡀẕ親ࡣᖹ日ࡣ基ᮏ的ࠕࢇࡉ

 ࠖࡡࡍࡲࢀࡽ࡞

 ෆ⏣ࡇࡗࡅࡣࣝࣉࢵ࢝ࠕう来ࠖࡍࡲ 

 Aࡣࠕࢇࡉいࠋいࢇࡉࡃࡓࡶࡘいࠖࡼࡍࡲ 

 ෆ⏣࠾ࠕᐈࡢࢇࡉ服装࡞ࢇࡣ感ࡢࡌ人ࡀ多い࡛ࠖࡍ 

 Aࠕࢇࡉあࡓࡋࡾࡗࡋࡾࡲ服装࡛来ࡿ人ࡣい࡞い࡛ࠋࡡࡍ高い࡛࣮ࣝࣄ来ࡿ人ࡶいࠊࡤࢀ

 ࠖうࡻࡋ多い࡛ࡀ軽装ࠋࡋࡍࡲいࡶ人ࡢ࣮࣮࢝ࢽࢫ
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 私ࡢࡕࡓ班ࡢ仮ㄝࡘい࡚ㄝ明ࠊࡋ実㝿うࢆࡢ࡞質問ࠊࢁࡇࡓࡋ相手ࡶศ࡞ࡽい

ࡁ置服装ࢆࢫࢡࢵࣝࠊࣝࣉࢵ࢝ࢆ恋愛結婚ࠊࡣࡕࡓ私࡛ࡇࡑࠋࡿう࡛あࡼࡓࡗ多ࡀࡇ

換え࡚質問ࠋࡓࡳ࡚ࡋࢆ結果ࠊࡣ࡚ࡋ仮設ࡢ検証ࡣあࠊࡀࡓࡗ࡞ࡽ࡞ࡾࡲ動物園ࡣ家

族ࡢࣝࣉࢵ࢝ࡸ㞟ࡿࡲ場所࡛ࠊ家族意識いうࡃࡼࡀࡢࡶ表࡚ࢀいࡿ動物園ࢆ周࡚ࡗ感ࡌ

 ࠋࡓ

 恋愛ࡋ家族ࢆ作ࠊࡣࡇࡿ新ࡋい命ࢆ誕生ࠋࡿ࡞ࡇࡿࡏࡉෆ⏣ࡢ両親࠾ࡣ見ྜい結婚

恋愛ࠊࡽい㡭ࡉ小ࡣ⏣ෆࠋࡿあࡀ覚えࡓࡋࡾࡗࡀࡋ少࡚ࡗ知ࢆࡢࡑい㡭ࡉ小ࠊࡀࡔ

ࡔ残念ࡀࡇい࡞ࡋヱ当ࢀࡑࡀ両親ࠊ࡛ࡢࡓい࡚ࡗ思ࡔいࡋࡽ素晴ࡀࡿࡍ結婚࡚ࡋ

 ࠋࡓࡗ

 

第 7節 感想 

ࡑࡣ班ࡢࡕࡓ私ࠊࡀࡿあࡽ昔ࡣいう考えࠖࡔࡁࡍࡃࡋࡽ女ࡣ女ࠊࡃࡋࡽ男ࡣ男ࠕ 

ࡢࠊࡀࡕࡓ人ࡿ考え風ྂࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡓࡗ࡞いࡀ人ࡿい࡚ࡗ持ࢆ意識࡞うࡼࡢ

 ࠋࡓࡗࡔ大変࡞࡞ࡣࡢࡿࡍண想ࢆࡢࡿい࡚ࡗ持ࢆ意識࡞うࡼ

 男女ᖹ等ࡀうࡓわࡿࢀࡢ時代࡛ࠊࡶ性ู役割ศ業意識ࢆ持ࡘ人ࡀ約 40%いࠋࡓ芸能界࡛

男女ࡔࡲࡣ日ᮏࡶ࡛ࢀࡑࠊࡀࡓࡗ࡞うࡼࡿ見ࡃ多ࢆࢺンࣞࢱ࢚ࠖネ࢜ࠕࡿࡺ最近いわࡣ

先ࡽࢀࡇࠊࡋࡋࠋࡓࡌ感い࡞ࡣ࡛ࡢࡿい࡚ࡗ残ࡃ根強ࡣ区ูࡢ 10 ᖺ 20 ᖺ後ࡣ

う࡚ࡗ࡞いࡣࡢࡿわ࡞ࡽいࠋ性ู役割ศ業ࡼࡢࡀう変࡞ࡋࠊࡢࡿࡍいࠊࡢ楽

 ࠋࡿあ࡛ࡳࡋ

 

 

 

乗検ᐃ࡛᭷意確率࢝* p<0.05 
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